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年頭あいさつ

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
27
年

の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
は
、
京
丹
後
市
市
制
施
行

10
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
市
全
域

フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
大

相
撲
京
丹
後
場
所
、
京
丹
後
花

月
な
ど
の
記
念
事
業
の
実
施
の
ほ

か
、「
京
丹
後
地
域
活
性
化
」
地

方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
国
に
よ

り
採
択
さ
れ
、
先
端
的
大
学
と

連
携
し
た
新
た
な
絹
・
シ
ル
ク
産

業
の
創
造
、
若
者
が
集
う
新
し
い

「
京
丹
後
市
夢
ま
ち
創
り
大
学
」

の
創
設
な
ど
、
本
市
の
将
来
の
本

格
的
・
構
造
的
な
発
展
へ
の
核
と

な
る
諸
事
業
が
着
手
さ
れ
た
年
で

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
例
を
あ

げ
れ
ば
、
各
種
の
新
経
済
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
、「
海
の
京
都
」

事
業
の
全
国
的
観
光
圏
構
想
と
し

て
の
認
定
・
事
業
の
促
進
、
Ｋ
Ｔ

Ｒ
再
生
へ
の
運
営
会
社
の
決
定
と

改
革
、
グ
リ
ー
ン
経
済
の
た
め
の

木
材
チ
ッ
プ
工
場
や
市
民
太
陽
光

発
電
所
の
創
設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
条
例
の
制
定
・
事
業
開

始
、
名
古
屋
圏
と
の
交
流
関
連
事

業
、
ま
た
、
米
軍
経
ヶ
岬
通
信
所

の
設
立
お
よ
び
米
軍
関
係
者
も
一

緒
に
な
っ
て
「
日
本
一
の
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り
」運
動
の
開
始
、

教
育
・
社
会
の
面
で
も
小
中
一
貫

教
育
の
本
格
開
始
・
各
町
「
こ
ど

も
園
」
の
建
設
、
先
駆
的
な
寄
り

添
い
支
援
・
生
活
困
窮
対
策
な
ど
、

全
て
を
掲
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
多
く
の
分

野
で
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
リ
ー

ド
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
発
展
・
繁

栄
の
た
め
の
基
礎
と
な
る
諸
取
組

み
を
、
国
、
府
、
本
市
内
外
の
関

係
機
関
、
職
員
、
何
よ
り
市
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
全
力
で
推
進
し

て
き
ま
し
た
。
全
て
の
皆
さ
ん
に

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
本
年
春
に
は
、
京
都

縦
貫
自
動
車
道
が
全
線
開
通
し
、

丹
後
と
京
都
、
名
阪
神
を
結
ぶ

交
通
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上

す
る
「
北
近
畿
新
時
代
」
が
到
来

し
ま
す
。
こ
の
“
天
の
時
”
を
適

確
に
と
ら
え
、
大
都
市
圏
な
ど
市

域
外
の
住
民
や
企
業
・
関
係
機
関

と
の
大
交
流
を
末
永
く
築
い
て
い

く
た
め
、
こ
れ
ま
で
か
ら
、
ま
ち

づ
く
り
の
各
分
野
に
お
け
る
制
度

的
・
社
会
的
な
宝
と
な
る
魅
力
づ

く
り
に
万
般
に
取
り
組
み
、
京
丹

後
の
“
地
の
利
”
を
本
市
を
あ
げ

て
築
き
続
け
、
今
後
と
も
こ
の
こ

と
が
大
事
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
と
り
わ
け
大
切
な
こ

と
は
“
人
の
和
”
で
す
。
本
市
は
、

間
人
皇
后
に
尊
い
ご
縁
を
い
た
だ

く
ま
ち
。
間
人
皇
后
を
生
母
と
さ

れ
る
聖
徳
太
子
は
、
有
名
な
17
条

の
憲
法
の
最
初
に
「
和
」
の
貴
さ

に
つ
い
て
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
京
丹
後
が
真
に
豊
か
な
発
展
と

繁
栄
に
向
か
っ
て
い
く
う
え
で
、

社
会
の
基
礎
と
し
て
大
切
に
思
う

の
は
、「
誰
一
人
お
き
ざ
り
に
さ

れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
」、「
さ
さ
え

あ
い
、
た
す
け
あ
い
、
あ
た
え
あ

う
、利
他
や
慈
愛
の
心
も
広
が
る
、

市
民
全
員
み
な
き
ょ
う
だ
い
の
ま

ち
づ
く
り
」
へ
と
着
実
に
歩
み
を

進
め
て
い
く
こ
と
。
市
民
全
員
み

な
一
人
ひ
と
り
の
人
の
「
和
」
が

大
き
く
つ
な
が
る
こ
と
で
、「
和
」

を
結
う
縦
横
無
尽
の
人
の
絆
の
温

か
さ
と
強
靭
さ
に
よ
り
、
課
題
が

あ
っ
て
も
あ
き
ら
め
な
い
、
真
の

活
気
に
貫
か
れ
、
粘
り
強
く
て
持

続
的
な
活
力
を
静
か
に
力
強
く
育

ん
で
い
く
の
だ
と
確
信
し
ま
す
。

　
誰
も
が
幸
福
を
ま
す
ま
す
実
感

で
き
る
市
民
総
幸
福
の
ま
ち
。
市

民
お
一
人
お
一
人
の
想
い
と
力
を

合
わ
せ
、
市
民
総
参
加
で
「
和
の

ち
か
ら
」
が
ま
す
ま
す
輝
く
、
喜

び
と
笑
顔
が
広
が
り
続
け
る
ま
ち

へ
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
大

切
に
育
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
本
年
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
ま
す
ま
す
喜
び
の
多
い
豊
か
な

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
春
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

京
丹
後
市
長
　
中 

山
　
泰

　
府
民
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
の
春
、
多
く
の
皆
さ
ま

か
ら
ご
信
託
を
賜
り
、
府
政
の
か

じ
取
り
を
引
き
続
き
担
わ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆

さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
期
待
を
胸

に
、
全
力
を
尽
く
し
て
京
都
府
政

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

府
政
に
対
す
る
お
力
添
え
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
未
来
に
向
か
っ
て

の
課
題
が
明
確
に
な
っ
た
年
で
し

た
。「
平
成
26
年
８
月
豪
雨
」
を

は
じ
め
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ

り
京
都
は
３
年
連
続
の
甚
大
な
災

害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
改
め
て

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。府
は
、

一
日
も
早
い
復
旧
と
将
来
に
わ

た
っ
て
の
安
全
確
保
対
策
に
、国・

市
町
村
と
連
携
し
全
力
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、「
経
験
し
た
こ
と
の
無

い
」
や
「
史
上
最
大
」
と
い
う
表

現
が
毎
回
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ

る
現
状
を
見
る
と
、
も
う
一
段
階

上
の
根
本
的
な
防
災
対
策
が
大
き

な
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　
ま
た
昨
年
、
私
が
会
長
を
務
め

る
全
国
知
事
会
で
「
少
子
化
非
常

事
態
宣
言
」
の
決
議
を
行
い
ま
し

た
が
、
地
方
消
滅
と
ま
で
言
わ
れ

る
少
子
化
の
問
題
も
高
齢
化
の
進

展
と
併
せ
て
一
刻
の
猶
予
も
な
ら

な
い
状
況
に
あ
り
、
婚
活
か
ら
出

産
、
子
育
て
、
雇
用
問
題
ま
で
、

幅
広
い
分
野
で
抜
本
的
な
対
策
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
東
京
一
極
集
中
の
是

正
や
中
小
企
業
・
農
林
水
産
業
の

振
興
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

な
ど
、
今
、
日
本
社
会
は
大
き
な

転
換
期
に
来
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

の
対
応
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題

を
多
く
抱
え
て
い
ま
す
。
従
来
の

制
度
や
政
策
を
大
き
く
超
え
た
発

想
や
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
た
新
た

な
施
策
に
よ
り
「
新
し
い
安
心
」

を
創
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
一
方
で
京
都
の
観
光
客

数
は
大
幅
な
回
復
を
見
せ
、
植
物

園
は
近
年
最
高
の
入
園
者
数
を
記

録
し
、「
海
の
京
都
」
観
光
圏
に

認
定
さ
れ
た
府
北
部
５
市
２
町
で

開
催
さ
れ
た「
海
フ
ェ
ス
タ
京
都
」

で
は
１
４
０
万
人
を
超
え
る
方
々

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
京
都
府
立
医
科
大
学
、
京
都
府

立
大
学
お
よ
び
京
都
工
芸
繊
維
大

学
の
３
大
学
に
よ
る
全
国
初
の
教

養
教
育
共
同
化
施
設
が
完
成
し
、

豊
か
な
人
材
育
成
・
交
流
拠
点
と

し
て
活
動
を
始
め
、
学
研
地
域
に

も
企
業
の
立
地
が
相
次
ぎ
、「
け

い
は
ん
な
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
）」

（
旧
「
私
の
し
ご
と
館
」）
も
動
き

始
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
今
年
は
、
悲
願
で
あ
っ

た
京
都
縦
貫
自
動
車
道
が
全
線
開

通
し
、
高
速
道
路
の
整
備
が
大
き

な
節
目
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
京

都
舞
鶴
港
の
整
備
や
Ｊ
Ｒ
奈
良
線

の
複
線
化
事
業
な
ど
、
京
都
が
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
基
盤
整

備
が
大
き
な
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
整
備
さ
れ
た

交
流
基
盤
の
上
に
、「
海
の
京
都
」、

「
森
の
京
都
」、「
お
茶
の
京
都
」

や
15
の
「
み
や
こ
構
想
」
の
花
を

咲
か
せ
、文
化・ス
ポ
ー
ツ
、学
術・

研
究
、
産
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野

で「
新
た
な
交
流
」を
進
め
る「
世

界
の
交
流
首
都
・
京
都
」
が
姿
を

現
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
今
年
は
、
本ほ

ん

阿あ

弥み

光こ
う
え
つ悦
が
鷹た

か
み
ね峯
の
地
で
光
悦
村
を

開
い
て
か
ら
４
０
０
年
の
節
目
の

年
。
オ
ー
ル
京
都
の
力
を
結
集

し
た
「
琳
派
４
０
０
年
記
念
祭
」

で
、
着
物
や
工
芸
品
な
ど
伝
統
産

業
の
復
権
を
目
指
す
と
と
も
に
、

京
都
か
ら
真
の
地
方
創
生
の
実
現
を京

都
府
知
事
　
山
田
啓
二

「
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ａ
：
京

都
国
際
現
代
芸
術
祭
２
０
１
５
」

と
併
せ
て
京
都
の
文
化
新
時
代
を

築
き
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
安
心
を
超
え
る

「
新
た
な
安
心
」
の
創
出
、
北
か

ら
南
ま
で
京
都
の
資
源
と
魅
力
を

生
か
し
た
「
新
た
な
交
流
」
に
よ

り
、
府
民
の
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ

せ
て
京
都
の
未
来
を
切
り
開
い
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
少
子

化
対
策
」、「
東
京
一
極
集
中
の
是

正
」、「
地
域
活
性
化
」
と
い
う
地

方
創
生
を
進
め
る
た
め
に
も
、
京

都
か
ら
安
心
と
交
流
を
つ
く
り
出

し
、
お
互
い
が
支
え
合
う
地
域
社

会
を
築
い
て
い
く
。
京
都
に
は
、

そ
れ
を
可
能
に
す
る
力
が
あ
り
ま

す
。
今
こ
そ
、私
た
ち
の
持
つ「
京

都
力
」
を
結
集
し
、
真
の
「
地
方

創
生
」
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
こ
の
一
年
の
、
皆
さ
ま
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
さ
え
あ
い
、
た
す
け
あ
い
、
あ
た
え
あ
い

   
笑
顔
と
喜
び
が
広
が
り
続
け
る
“
和
の
ち
か
ら
”
輝
く
ま
ち
へ



雨にも負けず、雪にも負けず、
仕事・子育て・遊びに
全力投球 !!

習字から
書の道へ

丹の会

辻田　陵真・彩加夫妻
　　　　　　千那ちゃん

一人一人のレベルアップをすることで、
よりみんなで踊る作品の

完成度を高める !!
　
　相手に伝わるような表現力を身に付けて
　輝ける一年にしたい！

プティエトワール

関　希望さん（網野町） 佐藤　沙矢香さん（峰山町）

　新年号では、本年の干支である「未」の文字に焦点を当て、市民の皆さん
に“いまだ達成していない”ことを目標や抱負として伺いました。題して「つ
のる思い2015」。それぞれの今年こそ！の決意を笑顔とともに紹介します。

丹後の情報を
世界へ発信 !!

2月からサイマル放送※が
始まります♪

※インターネットラジオのこと

FMたんご

山副　崇さん（弥栄町）

奥田　哲也さん（丹後町）

ノルディック

ウォークで
３㌔減量 !!

久美浜の魅力を

発信します !!

去年よりも
レベルアップする

ぞ !! 笑顔で頑張る !!

ワンランク上の

大人の女性に !!

今年も直球勝負 !! 野球が上手に

なりたい !!

家族のために

仕事を頑張る !!

「すべては患者様
のために」

理学療法士として
持てる力を

全部出し切ります
!!

吉岡　楓ちゃん（網野町）

保育所の運動会

頑張ります !!
家族と過ごす時間

を増やし

子育てを頑張る !!

小國　由佳さん（久美浜町）松本　鐘三郎さん（峰山町）堀江　達哉さん（弥栄町） 田中　歩夢くん（大宮町）松本　五月さん（大宮町） 西村　修一くん（弥栄町）安部　遥さん（久美浜町）

地域の取り組みも

頑張る !!

つ
の

る思い 2015新 年あけまして 
おめでとうございます。



末次　英美さん（丹後町）

金保　啓一さん（弥栄町） 金久　千夏さん（弥栄町）

土居　年幸さん（丹後町） 玉野　亜里人さん（久美浜町）

小塚　美弥さん（網野町） 安田　幸夫さん（大宮町） 安達　昇治さん（大宮町）

黒田　麗子さん（峰山町）

ケイト・ガーネットさん（丹後町）

みんなで楽しく!!
打ち手も楽しく、観ている方も

楽しくなれるような
太鼓を目指す !!

　
　新年あけましておめでとうございます。
浦嶋太鼓保存会は、網野町浅茂川の和太鼓チームです。
　最近では、子どものメンバーも増えて一緒に頑張って
います。今年もよろしくお願いします。

全員バレーで
近畿大会出場を
目指します !!

全国
～夢を目標に、目標を現実に～

浦嶋太鼓保存会久美浜中学校バレー部

網野高校体操部

宇野　亜津子さん（弥栄町）

コッペちゃん

郷土の偉人 “松本重太郎 ”の
生涯を多くの方に知ってもら
いたい !!
松本重太郎いつ、どこで、何を？
　私たちは、この地に伝わる伝説を地域の人たちや子ども
たち、後世に伝えていくことを目的に、大型紙芝居を手作
りし、学校や福祉施設、地域行事などで上演しています。   
今回は、間人出身の大実業家 “ 松本重太郎 ” の生涯を題材
にした光る大型紙芝居を制作しました。さまざまな場所で
上演して、郷土の偉人の生涯をより多くの方に知っていた
だきたいと思っています。

シアター「かたつむり」

池部　隆明さん（網野町）

今年も引き続き、

日本語を勉強した
いです。

また、大学の卒業
論文を

仕上げたいです。

ツーリング仲間と
もう一度、絶景の

角島へ !!

全日本マスターズ

陸上で優勝 !!
家庭と仕事を

両立する !!

アンチエイジング
を

目指します !!
30㌶超えの農地で

バリバリ作ります
!!

海の京都 !! 京丹後
のビー

チを満喫したい★

仲良く楽しく笑顔
で接客します！！

道の駅てんきてん
き丹後でお待ちし

ています !!

悔いのない
1年を過ごす !!

今年も健康で

明るく頑張ります
!!

今年も明るく、楽
しく、元

気よく、オシャレ
な着物を

伝えていきます。

最高の1年にしま
す !!

大澤　真由さん（丹後町）

バレーで府下大会
を

目指します !!
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憩
い
と
安
ら
ぎ
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ

まちづくり

市
内
各
地
で
花
い
っ
ぱ
い
運
動
広
が
る

　
大
宮
町
の
地
元
区
、各
種
団
体
、

地
域
の
皆
さ
ん
約
１
６
０
人
が
参

加
し
、
大
宮
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
の
法

面
約
４
０
０
平
方
㍍
に
１
５
０
０

雨天の中、約160人の参加者が1500 株のシバザク
ラを植えた

　

本
市
で
は
、
市
内
が
花
で
囲
ま
れ
、
住
む
人
、
訪
れ
る
人
に
憩
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
る
心
豊

か
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
た
市
内
各
地
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
昨
年
６
月
、
市
内
の
花
づ
く
り

グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に
よ
り
整
備

し
た
、
市
役
所
峰
山
庁
舎
前
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
周
辺
の
花
壇
に
お
い

て
、
パ
ン
ジ
ー
や
ハ
ボ
タ
ン
、
春

に
咲
く
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
ス
イ
セ

ン
な
ど
の
球
根
類
を
、「
ゆ
う
か

り
子
ど
も
園
」
の
子
ど
も
た
ち
60

人
と
一
緒
に
植
栽
し
ま
し
た
。

11
月
21
日

　
弥
栄
町
を
花
の
名
所
、
癒
し
の

観
光
地
と
し
て
整
備
す
る
、「
お

も
て
な
し
の
心
に
よ
る
『
花か

夷い

道ど
う

』
づ
く
り
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、

同
町
和
田
野
の
竹
野
川
沿
い
に
サ

ク
ラ
の
苗
木
な
ど
を
植
え
る
植
樹

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
弥
栄
町
区

長
連
絡
協
議
会
と
京
丹
後
市
花

い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
検
討
会
が
連

携
し
て
進
め
る
も
の
で
、
自
然
環

上／サクラの苗木の植樹を行った地元区長の皆さ
ん　下／パンジーの植え方を教わる園児たち

境
を
生
か
し
た
観
光
振
興
、
地
域

活
性
化
を
目
指
す
、
市
の
花
い
っ

ぱ
い
運
動
と
連
携
し
て
実
施
。
式

典
に
は
、
地
元
区
の
役
員
ら
関
係

者
25
人
が
出
席
し
、
８
種
29
本
の

サ
ク
ラ
と
サ
ル
ス
ベ
リ
を
植
え
ま

し
た
。

　
植
樹
は
、
平
成
27
年
度
も
同
町

内
の
国
・
府
道
沿
い
に
お
い
て
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
花
づ
く
り

グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に
植
え
方
を

教
わ
り
、「
大
き
く
な
ー
れ
」
と

声
を
掛
け
な
が
ら
植
え
て
い
ま
し

た
。

　
春
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
植
え

た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
花
を
咲
か
せ

ま
す
。

株
の
シ
バ
ザ
ク
ラ
を
植
栽
し
ま
し

た
。

　

平
成
28
年
度
の
山
陰
近
畿
自

動
車
道
（
仮
）
大
宮
森
本
Ｉ
Ｃ
の

開
通
に
伴
い
、
観
光
な
ど
に
よ
る

来
丹
者
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

中
、
京
丹
後
市
の
玄
関
口
を
花
で

飾
り
出
迎
え
よ
う
と
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
よ
る
取
り
組
み
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

11
月
27
日

11
月
29
日

弥栄町
峰山町
大宮町

　
　
　

企
画
政
策
課

☎
６
９
‐
０
１
２
０

財政

12
月
定
例
市
議
会
で
３
つ
の
一
般
会
計
補
正
予
算
が
成
立

「
海
の
京
都
」、「
地
域
活
性
化
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
事
業
」
を
積
極
的
に
推
進

  

11
月
27
日
か
ら
12
月
25
日
ま
で
の
12
月
定
例
市
議
会
で
３
つ
の
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
か
ら
第
７
号
）
編
成
を
行
い
、
全
て
可
決
・
成
立
。
平
成
26
年
度
の
一
般
会

計
予
算
総
額
は
３
６
５
億
１
０
９
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
　
　
▼
９
５
６
６
万
円

衆
議
院
議
員
選
挙
経
費

　
　
３
３
９
９
万
円

　

衆
議
院
解
散
に
伴
い
12
月
14

日
実
施
の
選
挙
経
費
で
、
全
額
、

国
か
ら
の
お
金
で
賄
わ
れ
ま
す
。

職
員
等
の
給
与
改
定
経
費

　
５
８
０
０
万
円

　

国
の
人
事
院
勧
告
に
準
拠
し
、

議
員
、
市
長
等
、
職
員
の
期
末
手

当
等
を
追
加
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　
　
　
▼
６
億
２
３
９
３
万
円

《
海
の
京
都
を
積
極
推
進
》

日
本
一
の
砂
浜
海
岸
づ
く
り
に
向

け
た
遊
歩
道
の
整
備

　
　
１
億
６
０
０
０
万
円

　
海
の
京
都
を
積
極
的
に
推
進
す

る
た
め
、
久
美
浜
町
の
小
天
橋
か

ら
箱
石
ま
で
の
砂
浜
海
岸
２
・
76

㌔
㍍
に
京
都
府
産
の
木
材
を
活
用

し
た
遊
歩
道
を
整
備
し
ま
す
。
平

成
27
年
４
月
下
旬
の
完
成
を
目
指

し
ま
す
。

《
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

推
進
》

充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備

５
４
０
０
万
円

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の

地
域
利
活
用
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
動
力
源
と
す
る
電
気
自
動

車
等
の
普
及
推
進
を
図
る
た
め
、

網
野
駅
、
道
の
駅
「
て
ん
き
て
ん

き
丹
後
」、
宇
川
温
泉
よ
し
野
の

里
な
ど
市
内
７
カ
所
に
充
電
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
整
備
し
ま
す
。

新
弥
栄
庁
舎
の
整
備

１
億
９
３
０
万
円

　

弥
栄
病
院
改
築
に
伴
い
現
在

の
弥
栄
庁
舎
は
取
り
壊
さ
れ
る
た

め
、
新
た
に
弥
栄
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
改
修
し
、
庁
舎
と
し
て
整

備
し
ま
す
。
平
成
27
年
８
月
頃
の

業
務
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

橘
中
学
校
を
橘
小
学
校
と
す
る
た

め
の
整
備

４
７
８
３
万
円

　
平
成
27
年
３
月
で
閉
校
と
な
る

橘
中
学
校
施
設
を
橘
小
学
校
施

設
と
す
る
た
め
の
改
修
工
事
を
実

施
し
ま
す
。
平
成
27
年
度
の
２
学

期
か
ら
の
使
用
開
始
を
目
指
し
ま

す
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

４
５
９
万
円

　
犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
犯
罪
抑
止
な
ど
を
図
る
た

め
、国
の
再
編
交
付
金
を
活
用
し
、

市
内
６
カ
所
（
各
町
域
１
カ
所
）

に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　
　
　
▼
２
０
０
０
万
円

遊歩道の整備を予定する砂浜海岸

《
地
域
活
性
化
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
事

業
の
積
極
推
進
》

（
仮
称
）「
新
シ
ル
ク
研
究
開
発
・

利
用
促
進
施
設
」
改
修
実
施
設

計

２
０
０
０
万
円

　
高
生
産
性
・
付
加
価
値
化
に
向

け
た
新
た
な
養
蚕
技
術
の
研
究
開

発
等
を
行
う
た
め
、
京
都
工
芸
繊

維
大
学
、信
州
大
学
等
と
連
携
し
、

旧
溝
谷
小
学
校
施
設
を
（
仮
称
）

「
新
シ
ル
ク
研
究
開
発
・
利
用
促

進
施
設
」
と
し
て
活
用
す
る
予
定

で
す
。

　
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
改
修

工
事
に
向
け
た
実
施
設
計
経
費
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
事
業
は
、
本
市
が

国
に
提
案
し
選
定
さ
れ
た
「
地
域

活
性
化
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
事
業
」
の

一
つ
で
、
今
後
も
、
同
事
業
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

新たに弥栄庁舎として活用予定の弥栄保健福祉
センター

新シルク研究開発・利用促進施設として活用予
定の旧溝谷小学校

情報ファイル	 P24

京丹後人�	 P28

文化 de 丹後	 P22

まちのわだい� P16

市の文化財／ジオトピックス／ 30 歳の成人式
in 京丹後／図書館だより　ほか

大宮南小児童が自作の地域 PR CM を披
露／市民でつくる第九コンサート開催 ほか

府民総体ゲートボール女子の部で優勝

　中 島 睦 子さん(76)、天 田 文 子さん(76)、
　小谷志津子さん(76)、松 下 春 代さん(76)、
　山 本 壽 惠さん(67)

目　次
index

生命の絆	   P23

今月の「きょうたんごで“いいね”」

新年の抱負

　新しい年を迎えるに当たり、府立峰
山高校弥栄分校農園芸科2年生の皆
さんに、自作のジャンボ門松を背に来
年の抱負を伺いました。
　写真の門松は、高さ約1.7㍍の竹3
本を中心に、マツやウメの枝、生徒た
ちが育てたハボタンなどで飾りつけら
れ、同校入り口の両サイドに設置され
ています。

市政トピックス	 P8
市内各地で花いっぱい運動広がる／12 月定
例市議会で補正予算成立　ほか

� P12
「子ども・子育て支援新制度」がスタート・
（最終回）／環ぢから通信（Vol.6）  ほか

消防の広場	 P18

みんなの広場	 P20

年頭あいさつ	 P2

住宅用火災警報器を設置しましょう！

～自作の門松とともに～

新春企画

つのる思い 2015	 P4
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き
た
い
」
と
述
べ
た
う
え
で
、「
実

効
性
の
あ
る
施
策
を
実
施
し
、
目

標
値
の
達
成
に
努
め
る
こ
と
／
市

民
、
事
業
者
、
行
政
の
協
働
と
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
て
取
り
組

む
こ
と
が
不
可
欠
。
市
民
の
理
解

を
得
る
た
め
に
は
、
施
策
の
成
果

や
課
題
、
進
捗
状
況
な
ど
の
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
／
既
存
施
策
だ

け
で
な
く
、
新
た
な
廃
棄
物
の
発

生
抑
制
と
再
生
利
用
率
向
上
の
研

究
を
行
う
こ
と
」
と
提
言
を
行
い

ま
し
た
。

市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
が
答
申

市民生活

実
効
性
の
あ
る
施
策
を
協
働
で

　
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
再

資
源
化
に
向
け
た
施
策
や
目
標
値

な
ど
を
掲
げ
る
「
第
２
次
京
丹
後

市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」

の
策
定
に
つ
い
て
、
京
丹
後
市
廃

棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
（
浅
田

武
夫
会
長
）
に
諮
問
。
同
会
で
の

審
議
結
果
に
つ
い
て
11
月
10
日
、

中
山
市
長
へ
答
申
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
浅
田
会
長
は
冒
頭
、「（
答
申
は
）

委
員
25
人
の
総
意
。
そ
の
重
み
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
い
た
だ

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
よ
る
健
康
づ

く
り
を
進
め
る
「
健
康
楽
歩
里
ポ

イ
ン
ト
事
業
」
の
Ｐ
Ｒ
役
を
務
め

る
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
こ

の
ほ
ど
決
定
し
ま
し
た
。

健
康
楽
歩
里
ポ
イ
ン
ト
事
業  

イ
メ
キ
ャ
ラ
決
定

健康

愛
称
は
「
が
っ
ぽ
り
ち
ゃ
ん
」

　

愛
称
は
「
が
っ
ぽ
り
ち
ゃ
ん
」

で
全
国
か
ら
21
点
の
応
募
が
あ

り
、
前
岡
弥
生
さ
ん
（
茨
城
県
常

総
市
）
の
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
。
健

康
長
寿
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
カ

メ
」
を
モ
チ
ー
フ
に
、
土
器
の
帽

子
や
市
花
の
ト
ウ
テ
イ
ラ
ン
、
丹

後
ち
り
め
ん
の
タ
オ
ル
な
ど
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
関
連
事
業
に
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

「健康楽歩里ポイント事業」イメージキャラクター

楽し

ふる里を
う

が っ ぽ り

く歩こ

イメージキャラクターに選
ばれた「がっぽりちゃん」

　
米
軍
経
ヶ
岬
通
信
所
（
丹
後
町

袖
志
）
へ
の
Ｘ
バ
ン
ド・レ
ー
ダ
ー

配
備
に
伴
い
、
関
係
者
間
で
情
報

共
有
す
る
「
安
全
・
安
心
対
策
連

絡
会
」
が
12
月
８
日
、
京
丹
後
市

役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
10
月

に
続
く
２
回
目
。

　
こ
の
日
、
地
域
住
民
の
代
表
や

防
衛
省
、
市
な
ど
の
関
係
者
ら
18

人
が
出
席
。
桝
賀
政
浩
近
畿
中
部

防
衛
局
企
画
部
長
か
ら
レ
ー
ダ
ー

運
用
開
始
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
環
境
調
査
結
果
、
住
民
の
安

全
・
安
心
に
か
か
る
取
り
組
み
、

地
元
雇
用
・
交
流
事
業
の
計
画
な

第
２
回
「
安
全
・
安
心
対
策
連
絡
会
」
を
開
催

安全・安心

発
電
機
の
騒
音
対
策
等
を
重
ね
て
要
請
、
約
束

ど
に
つ
い
て
説
明
、
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

　
10
月
下
旬
に
設
置
さ
れ
た
発
電

機
の
稼
働
に
伴
う
騒
音
に
つ
い
て

は
、
暫
定
措
置
と
し
て
騒
音
を
防

止
す
る
コ
ン
テ
ナ
や
パ
ネ
ル
を
設

置
、
ま
た
今
後
、
恒
久
的
な
措
置

と
し
て
防
音
ハ
ウ
ス
を
建
設
す
る

旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
防
衛
省
の
説
明
に
対
し
、
地
元

の
大
下
教
夫
袖
志
区
長
は
、「
軽

減
は
さ
れ
た
も
の
の
、
自
然
に
慣

れ
て
い
る
地
域
な
の
で
、
機
械
音

を
失
く
し
て
ほ
し
い
」
と
引
き
続

き
万
全
の
対
応
を
求
め
、
こ
れ
に

対
し
防
衛
省
は
万
全
の
対

応
を
確
約
し
ま
し
た
。

　

安
全
・
安
心
に
関
わ
る

交
通
事
故
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
５
件
の
自
損
事
故

の
報
告
が
あ
り
、
注
意
喚

起
と
講
習
会
の
受
講
な
ど

事
故
防
止
策
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

住
居
に
つ
い
て
は
、
新

た
に
賃
貸
住
宅
を
建
設
す

る
必
要
が
あ
り
、
未
だ
建

設
候
補
地
が
決
ま
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
平
成
27

年
３
月
の
入
居
は
困
難
で
あ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
に
出
席
し
た
地
域
住
民
の

代
表
者
ら
は
“
騒
音
防
止
”“
交

通
事
故
防
止
”
に
つ
い
て
万
全
策

を
講
じ
る
よ
う
口
を
そ
ろ
え
て
要

望
。
加
え
て
、
市
お
よ
び
府
か
ら

も
住
民
の
安
全
・
安
心
に
か
か
る

対
策
、
景
観
の
保
持
、
レ
ー
ダ
ー

レーダー配備い伴い、現状や今後のスケジュールなど
の情報交換が行われた第2回「安全・安心対策連絡会」

本体建築工事を終え、平成 27年４月に
供用開始予定の新火葬場

　
　
　

総
務
課
基
地
対
策
室

☎
６
９
‐
０
０
１
２

福祉

戦
没
者
追
悼
式
で
３
２
０
０
有
余
人
の
冥
福
祈
る

平
和
へ
の
誓
い
新
た
に

　

京
都
府
丹
後
文
化
会
館
（
峰
山

町
）
で
11
月
19
日
、
京
丹
後
市
戦

没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
、
遺
族
や

関
係
者
ら
約
３
０
０
人
が
、
先
の

大
戦
で
亡
く
な
っ
た
市
内
戦
没
者

３
２
０
０
有
余
人
の
冥
福
を
祈
る

と
と
も
に
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
全
員
で
黙
と
う
を
さ
さ

げ
た
後
、
中
山
市
長
が
「
戦
争
の

悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
次
世
代

に
語
り
継
ぐ
と
と
も
に
、
御
霊
の
尊

い
犠
牲
を
深
く
胸
に
刻
み
、
市
民

総
幸
福
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た

い
」
と
式
辞
。
ま
た
、
遺
族
代
表
の

垣
中
靜
雄
さ
ん（
弥
栄
町
黒
部
）が
、

戦
争
の
悲
惨
さ
を
綴
っ
た
手
記
を

読
み
上
げ
、
当
時
を
振
り
返
る
と

と
も
に
、「
華
や
か
な
町
並
み
、
豊

富
な
食
物
、
車
社
会
な
ど
豊
か
な

戦没者の冥福を祈り、白菊を献花する遺族

時
代
に
あ
っ
て
も
、
真
の
豊
か
さ

を
求
め
、
我
が
国
伝
統
の
真
心
を

も
っ
て
生
き
て
い
き
た
い
」
と
追

悼
の
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

交通

住
民
参
加
で
市
民
協
働
に
よ
る
除
雪
の
充
実
を

小
型
除
雪
車
３
台
を
自
治
会
に
貸
与

　
本
市
で
は
、
住
民
参
加
に
よ
る

除
雪
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、

自
治
会
へ
除
雪
機
械
の
貸
与
を

行
っ
て
い
ま
す
。

  

今
年
度
は
、
３
台
の
小
型
除
雪

車
を
新
た
に
導
入
。
除
雪
車
の
配

置
式
を
11
月
21
日
、
網
野
庁
舎

（
網
野
町
網
野
）
で
実
施
し
ま
し

た
。

　
式
に
は
、
今
年
度
新
た
に
配
置

す
る
３
地
区（
網
野
町
仲
禅
寺
区
、

丹
後
町
三
宅
区
、弥
栄
町
溝
谷
区
）

の
役
員
ら
が
出
席
。
本
市
か
ら
除

雪
車
の
鍵
を
受
け
取
っ
た
後
、
納

入
業
者
か
ら
運
転
時
の
注
意
点
や

操
作
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

坪
倉
仲
禅
寺
区
長
は
、「
念
願

の
配
置
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
手
作

業
で
除
雪
を
し
て
い
た
高
齢
者
の

負
担
軽
減
に
つ
な
げ
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

貸
与
は
、
平
成
16
年
度
か
ら

市
民
協
働
事
業
の
一
環
と
し
て
実

施
。
主
に
区
内
の
狭
小
な
市
道
や

歩
道
な
ど
の
除
雪
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

除雪車の操作方法を学ぶ地区役員ら（網野庁舎
別館前駐車場で）

の
本
格
運
用
を
は
じ
め
、
軍
属
等

の
事
件
事
故
な
ど
の
情
報
を
早
期

か
つ
積
極
的
に
公
表
、
居
住
地
選

定
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
に
十
分

配
慮
す
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

市民生活

平
成
27
年
４
月
供
用
開
始
へ

新
火
葬
場
、
本
体
工
事
完
成

  

新
火
葬
場
の
整
備
事
業
は
順
調

に
進
ん
で
お
り
、
昨
年
10
月
に
は

建
築
主
体
工
事
・
電
気
設
備
工
事
・

機
械
設
備
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
火
葬
炉
設
備
工
事
と
場

内
整
備
・
植
栽
工
事
を
行
っ
て
お

り
、
調
度
品
の
納
入
と
あ
わ
せ
て

３
月
に
は
全
て
の
工
事
を
終
了
し

ま
す
。

　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
新
火

葬
場
で
火
葬
業
務
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。

「
経
済
成
長
戦
略
新
懇
話
会
（
第
10
弾
）」
を
開
催

商工業

冨
永
近
畿
財
務
局
長
が
来
丹
、
講
演

　
京
都
北
部
・
北
近
畿
の
経
済
活

性
化
に
つ
い
て
有
識
者
と
と
も
に

考
え
る
「
京
丹
後
経
済
成
長
戦
略

新
懇
話
会
（
第
10
弾
）」
が
12
月

22
日
、
セ
ン
ト
ラ
ー
レ
・
ホ
テ
ル

京
丹
後
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
「
最
近
の
近
畿
管
内
の

経
済
情
勢
等
に
つ
い
て
」と
題
し
、

冨
永
哲
夫
財
務
省
近
畿
財
務
局

長
が
講
演
し
、
金
融
関
係
者
ら
約

80
人
が
業
界
の
現
状
や
動
向
、
展

望
に
つ
い
て
傾
聴
し
ま
し
た
。

　
冨
永
局
長
は
、
消
費
増
税
を
背

景
に
、
個
人
消
費
や
生
産
活
動
、

設
備
投
資
な
ど
の
動
き
を
分
析
し

た
う
え
で
、「
管
内
は
引
き
続
き

持
ち
直
し
の
基
調
は
続
く
と
判
断

す
る
も
の
の
、
二
極
化
が
進
み
、

負
の
側
面
へ
の
均き

ん
て
ん霑
が
課
題
」
と

述
べ
、
安
倍
政
権
が
掲
げ
る
成
長

戦
略
の
強
化
・
加
速
、
地
方
創
生

の
取
り
組
み
、
財
政
の
健
全
化
の

必
要
性
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

講演を行う冨永局長



シリーズ

下
水
道
の
す
ご
い
力

　
私
た
ち
の
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
「
水
」。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
と
生
活
環
境
の
向
上
の
た
め
に
整
備
す
る

「
下
水
道
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
各
種
事
業
や
支
援
制
度
な
ど
に
つ

い
て
、
さ
ま
ざ
ま
角
度
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

Vol.5

　
市
で
は
、
公
共
下
水
道
区
域
並
び

に
集
落
排
水
区
域
、
市
町
村
設
置
型

浄
化
槽
区
域
の
水
洗
化
促
進
を
図
る

た
め
、下
水
道
事
業
普
及
推
進
員（
以

下
、「
普
及
推
進
員
」）
２
人
を
任
命

し
て
い
ま
す
。

　

普
及
推
進
員
は
、
下
水
道
等
の

使
用
が
可
能
と
な
っ
た
各
区
域
の
中

で
、
下
水
道
を
ま
だ
利
用
さ
れ
て
い

な
い
ご
家
庭
を
訪
問
し
、
接
続
の
お

願
い
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
下
水
道
は
、
各
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
た
生
活
雑
排
水
や
工
場
排
水
を
集

め
て
き
れ
い
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
活
環
境
を
良
く
し
、
ま
た
、
河
川

の
水
質
を
保
全
す
る
と
い
う
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
美
し
い
自

然
環
境
を
子
供
た
ち
に
残
す
た
め
に

も
、
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し

ま
す
。

ご存知ですか？下水道接続支援制度（その⑤）

最大で 20万円の水洗化推進支援事業補助金があります

～
き
れ
い
な
海
や
川
を
未
来
へ
～

　
　
　

下
水
道
整
備
課

☎
６
９
‐
０
５
５
０

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

普
及
推
進
員
が

 

ご
家
庭
を
訪
問
し
ま
す

普及推進・料金課　☎ 69−0540

　
京
丹
後
市
に
は
、
全
国
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
水
洗
化
支
援
制
度
が
あ

り
ま
す
。
排
水
設
備
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
事
業
や
水
洗
化
補
助
金
等
を

積
極
的
に
利
用
し
、
下
水
道
へ
の
接

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
１
０
０
歳
１
人
暮
ら
し
の
お
ば
あ

さ
ん
か
ら
接
続
申
請
が
あ
り
、
宅
内

工
事
終
了
後
に
お
礼
を
兼
ね
て
あ
い

さ
つ
に
行
き
ま
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん

の
、
元
気
い
っ
ぱ
い
で
、
お
年
を
感

じ
さ
せ
な
い
姿
と
話
し
ぶ
り
に
、
こ

れ
か
ら
の
私
の
生
き
方
を
教
え
ら
れ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

下水道事業普及推進員

　　平田 貫治

下水道事業普及推進員

　　三浦 信悟

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
や

水
洗
化
補
助
金
を
活
用

　　
下
水
道
接
続
前
は
生
活
雑
排
水
が

田
圃
の
用
水
路
に
流
れ
、
溝
掃
除
の

際
に
は
気
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
や

補
助
金
制
度
を
利
用
し
て
接
続
し
ま

し
た
。
接
続
後
は
水
路
も
き
れ
い
に

な
り
、
帰
省
し
た
孫
た
ち
も
水
洗
化

し
た
ト
イ
レ
を
と
て
も
喜
ん
で
く
れ

ま
し
た
。
制
度
の
活
用
で
手
間
や
負

担
が
少
な
く
な
り
、
よ
か
っ
た
で
す
。

少
し
で
も
迷
惑
を

　
　
　
　
掛
け
な
い
よ
う
に

　
１
０
０
歳
を
迎

え
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
も
、
少
し

で
も
人
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に

生
き
て
行
こ
う
と
思
い
、
下
水
道
へ

の
接
続
を
し
ま
し
た
。

　
お
か
げ
で
、
今
は
快
適
な
ト
イ
レ

を
利
用
し
て
い
ま
す
。

＜対象条件など＞
（1）市内にある居住用の既存住宅の新規排水設備工事
（2）市内に本社・本店のある排水設備工事業者を利用した工事
　　※高齢者世帯に該当するには、次の条件も満たす必要があります。
　　・実際に居住している住宅の工事であること
　　・平成25年 4月1日から3年以内の接続であること
　　（上記の日以降に供用開始した区域は、その日から3年以内の接続）

20万円の補助金には接続期限があるので、
対象者の方は、この機会にぜひ下水道に接続を！

　　　　　　一般世帯　　５万円
　　　　　　高齢者世帯　20万円（※世帯員全員が65歳以上の世帯）補助上限額
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　お子さんの教育と保育の充実や、地域の子ども・子育て支援を合わせて
進めていくための新制度「子ども・子育て支援制度」の概要についてシリー
ズでご紹介してきました。最終回の今回は、「地域子ども・子育て支援事業」
について紹介します。この事業は、子ども・子育て支援法に定められた以
下の 13事業のことです。きめ細かいメニューとなっており、妊娠期・乳
幼児期・学童期にわたって、お子さんや家庭にあった事業が利用できます。

１．延長保育事業
　保育認定を受けた子どもについて、11時間の
開所時間を超えて保育を行う事業。

２．放課後児童健全育成事業
　保護者の就労等により、授業終了後等に家庭
での見守りが受けられない小学校児童に対し、
学校の余裕教室等を利用して適切な遊びや生活
の場を与えて、その健全な育成を図る事業。

３．子育て短期支援事業
　保護者の疾病等の理由により家庭において養
育を受けることが一時的に困難となった児童につ
いて、児童養護施設等で必要な保護を行う事業。

４．地域子育て支援拠点事業
　公共施設や保育所等の地域の身近な場所で、
子育て中の親子の交流、育児相談、情報の提
供等を行う事業。

５．一時預かり事業
　家庭において保育を受けることが一時的に困
難となった乳幼児について、昼間に保育所等の
場所で一時的に預かり、必要な保護を行う事業。

６．病児・病後児保育事業（※）
　地域の児童が病中または回復期に、病院・保
育所等に付設された専用スペースにおいて、看
護師等が一時的に保育等を実施する事業。

７．ファミリーサポートセンター事業
　乳幼児や小学生等の児童を有する子育て中の
保護者を会員として、児童の預かり等の援助を
受けることを希望する者と、当該援助を行うこ
とを希望する者との相互援助活動に関する連
絡、調整を行う事業。

８．妊婦健診事業
　妊婦の健康の保持及び増進を図るため、妊婦
に対する健康診査として、健康状態の把握、保
健指導等を実施するとともに、妊娠期間中に必
要に応じた医学的検査を実施する事業。

９．乳児家庭全戸訪問事業
　生後４か月までの乳児のいるすべての家庭を
訪問し、子育て支援に関する情報提供や養育環
境等の把握を行う事業。

１０．養育支援訪問事業
　養育支援が特に必要な家庭に対して、その居
宅を訪問し、養育に関する指導・助言等を行う
ことにより、当該家庭の適切な養育の実施を確
保する事業。

１１．利用者支援事業（※）
　子ども又はその保護者の身近な場所で、教育・
保育施設や地域の子育て支援事業等の情報提
供及び必要に応じて相談・助言等を行うととも
に、関係機関との連絡調整等を実施する事業。

１２．実費徴収にかかる補足給付を行う事業（※）
　保育所等の利用時に日用品や行事参加費等の
実費負担分について、市が定める基準に従い、
保護者へ費用助成を行う事業。

１３．多様な主体が参画することを
　　　　　　　　　　促進するための事業（※）
　制度の円滑な施行のために、多様な事業者
の能力を活用しながら、保育所や小規模保育等
の設置を促進していく事業。

  ご不明な点は、お気軽にお問い合わせください
　　　　　　子ども未来課　☎ 69 − 0340

※ 6・11・12・13 の事業は、現在実施していませんが、
来年度以降の実施に向けて調整中です

ガイド

「子ども・子育て支援新制度」がスタート 最終回



　
市
で
は
、
平
成
30
年
に
市
内
全

域
の
家
庭
生
ご
み
を
資
源
化
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
平
成
26
年
度

は
従
来
の
モ
デ
ル
地
区
と
合
わ
せ

て
５
０
０
世
帯
以
上
を
目
標
に
、

生
ご
み
資
源
化
対
象
地
域
の
拡
大

を
目
指
し
て
各
地
域
で
説
明
会
や

勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
久
美
浜
町
神
崎
地
区

（
81
世
帯
）
が
新
た
に
生
ご
み
資

源
化
の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
。

同
地
区
の
ほ
か
に
も
市
内
各
地
で

事
業
化
に
向
け
た
検
討
が
進
ん
で

お
り
、
着
実
に
取
り
組
み
が
拡
大

し
て
い
ま
す
。

環
ぢ
か
ら
通
信

資
源
循
環
の
環
が
広
が
っ
て
い
ま
す

新
た
な
地
域
で
生
ご
み

　
　
　
　
資
源
化
に
着
手
！

　
現
在
、
市
が
進
め
る
生
ご
み
資
源
化
の
取
組
推
進
に
伴
い
、
市
域
や

分
野
を
超
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
循
環
の
環
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

Vol.6

　
11
月
19
日
に
、
ア
ジ
ア
生
産
性

機
構
（
Ａ
Ｐ
Ｏ
）
の
主
催
で
、
日

本
の
先
進
技
術
や
先
進
都
市
の
取

組
を
学
ぶ
「
Ａ
Ｐ
Ｏ
未
来
都
市
視

察
団
」
の
一
環
と
し
て
、
ア
ジ
ア

各
国
の
環
境
政
策
に
携
わ
る
中
央

政
府
高
官
や
地
方
自
治
体
幹
部
等

　

生
ご
み
の
分
別
・
資
源

化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
る
地
域
（
地
区
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
や
グ
ル
ー
プ
単
位

等
で
申
し
込
み
い
た
だ
け

れ
ば
、
随
時
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

環
境
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
課

　
　
　
☎
６
９
‐
０
４
８
０

生
ご
み
分
別
・
資
源
化

 

実
施
地
域
募
集
中
!!

25
人
が
本
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
生
ご
み
資
源
化
の
現

場
で
あ
る
市
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
を
視
察
見
学
し
た
後
、
中

山
市
長
か
ら
循
環
型
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
熱
心

に
質
問
す
る
な
ど
本
市
の
取
り

組
み
に
非
常
に
高
い
関
心
を
示

し
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
参
加
者
か
ら
は
「
我
々

の
国
で
は
環
境
に
配
慮
し
た
ご

み
処
理
が
優
先
課
題
だ
が
、
日

本
で
は
ご
み
を
活
用
し
て
、
資

源
化
す
る
と
い
う
次
の
段
階
に

進
ん
で
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ

れ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
９
日
に
吉
野
小
学
校
の

４
年
生
児
童
が
、
学
習
発
表
会

で
「
ご
み
処
理
と
利
用
」
と
題

し
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
　　

　

10
月
に
、
峰
山
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
と
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
視
察
し
て

い
た
児
童
は
、
施
設
職
員
や
生

ご
み
を
分
解
す
る
メ
タ
ン
菌
な

ど
に
模
し
た
衣
装
を
着
て
寸
劇

を
披
露
。
本
市
の
ご
み
処
理
や

資
源
化
の
取
り
組
み
の
現
状
に

つ
い
て
紹
介
し
た
後
、
自
分
た

ち
に
出
来
る
こ
と
と
し
て
、
３

Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
（
減
ら
す
）、

リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
す
る
）、
リ

サ
イ
ク
ル
（
再
資
源
化
す
る
））

の
実
践
を
来
場
者
に
呼
び
か
け

て
い
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
14
カ
国
か
ら

　
　
　
　
視
察
団
が
来
訪

小
学
校
で
は
ご
み
を

　
　
テ
ー
マ
に
学
習
発
表

㊤メタン発酵の仕組みについて説明
を受ける視察団のメンバーたち（京
丹後市エコエネルギーセンターで）
㊧視察団に対して、英語で歓迎のス
ピーチを述べ、本市が取り組む循環
型のまちづくりについて説明する中
山市長（京丹後市役所で）

つながりの中に学びを育む
　市教育委員会は、平成 24 年 11 月に策定した「京丹後市の学校教育改革構想　～子
どもたちの育ちと指導の一貫性をめざして」を基に、「小中一貫教育」を平成 26 年度
から順次導入し、平成 28 年度には全ての小中学校において実施することとしています。

「小中一貫教育」の内容や学校の取り組みについて、シリーズで紹介します。

②

　
今
回
は
、
10
月
に
網
野
北
小
学

校
で
開
催
さ
れ
た
市
小
学
校
駅
伝

大
会
に
向
け
た
駅
伝
練
習
の
様
子

を
お
伝
え
し
ま
す
。
こ
の
練
習
で

は
、
網
野
中
学
校
駅
伝
部
の
生
徒

が
網
野
北
小
、
網
野
南
小
、
島
津

小
の
児
童
に
走
り
方
や
練
習
の
仕

方
を
教
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
網

野
中
駅
伝
部
の
８
人
（
坪
倉
悠
史

君
＝
２
年
・
松
本
拓
実
君
＝
同
・

西
垣
佑
奈
さ
ん
＝
同
・
吉
岡
実
優

さ
ん
＝
同
・
山
﨑
柚
奈
さ
ん
＝
同
・

末
次
祐
太
君
＝
１
年
・
松
田
響
君

＝
同
・
前
川
紗
矢
華
さ
ん
＝
同
）

に
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

Ｑ
練
習
中
、
ど
ん
な
こ
と
に

　
　
　
気
を
付
け
ま
し
た
か
？

松
田
君
「
長
距
離
の
走
り
方
や

練
習
で
大
切
な
こ
と
を
分
か
り

や
す
く
教
え
る
こ
と
で
、
少
し

で
も
タ
イ
ム
が
上
が
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

末
次
君
「
あ
き
ら
め
ず
に
走
り

切
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
『
僕

に
つ
い
て
き
た
ら
何
分
何
秒
の

タ
イ
ム
が
出
る
よ
』
な
ど
気
合

の
入
る
よ
う
な
声
掛
け
を
心
掛

小中一貫教育が峰山中学校区・網野中学校区で本格的に始まりました

学
校
教
育
課

　
　
☎
６
９
‐
０
６
２
０

け
ま
し
た
」

Ｑ
一
緒
に
走
っ
て
み
て

　
　
　
　
　
ど
う
で
し
た
か
？

前
川
さ
ん
「
私
た
ち
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
っ
か
り
聞
い
て
く
れ

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
前
の
人

と
の
差
が
開
い
て
い
る
と
き
で

も
、
ペ
ー
ス
を
落
と
さ
ず
走
っ
て

い
て
凄
い
と
思
い
ま
し
た
」

坪
倉
君
「
小
学
生
に
声
掛
け
し

た
り
教
え
た
り
す
る
こ
と
で
、
自

分
達
自
身
も
ペ
ー
ス
を
作
っ
て

楽
し
く
走
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」

山
﨑
さ
ん
「
小
学
生
に
と
っ
て
は

き
つ
い
練
習
だ
っ
た
け
ど
、
最
後

ま
で
全
力
で
走
れ
て
い
ま
し
た
。

小
学
生
の
姿
を
見
て
、
自
分
も

頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
」

西
垣
さ
ん
「
声
掛
け
を
し
た
ら

ペ
ー
ス
が
上
が
っ
て
き
て
、
小
学

生
の
気
持
ち
の
強
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
私
た
ち
も
、
気
持
ち
の
強

さ
が
大
切
だ
と
気
付
く
こ
と
が

で
き
た
し
、
小
学
生
も
中
学
生

も
お
互
い
に
得
る
も
の
が
あ
っ

て
よ
か
っ
た
で
す
」

Ｑ
駅
伝
練
習
だ
け
で
な
く
、
部

活
動
体
験
や
合
唱
祭
の
参
加
な

ど
、
小
学
生
と
触
れ
合
う
機
会

が
多
く
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
ど

う
思
い
ま
す
か
？

吉
岡
さ
ん「
小
学
生
に
と
っ
て
は
、

入
学
し
た
ら
先
輩
に
な
る
中
学

生
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
し
、
部
活
動
体
験
な
ど

で
小
学
生
に
教
え
る
こ
と
は

自
分
た
ち
に
と
っ
て
も
よ
い

機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
」

松
本
君
「
中
学
校
の
生
活
に

早
く
慣
れ
る
た
め
の
活
動
な

の
で
、
こ
う
し
た
機
会
が
あ

る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
網
野
中
学
校
の
よ

い
と
こ
ろ
を
た
く
さ
ん
知
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
」

●
中
学
生
は
サ
ポ
ー
ト
す

る
く
ら
い
余
裕
が
あ
っ
て
す

ご
か
っ
た
で
す
。
や
る
気
も

あ
っ
て
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

●
い
ろ
い
ろ
な
練
習
が
あ
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ッ

チ
の
仕
方
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

●
一
緒
に
走
っ
て
く
れ
て
「
頑

張
れ
」「
も
う
少
し
」
な
ど
の
声

掛
け
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
応

援
し
て
も
ら
っ
て
い
る
ん
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

●
「
し
っ
か
り
準
備
し
な
い
と

ケ
ガ
を
す
る
ぞ
」「
自
分
の
ペ
ー

ス
で
走
り
切
れ
」「
練
習
し
た
ら

そ
れ
だ
け
強
く
な
る
」
と
い
う

言
葉
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

●
き
び
し
い
練
習
で
し
た
。
で

も
、
そ
の
練
習
の
お
か
げ
で
、

小
学
校
駅
伝
大
会
で
入
賞
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

●
来
年
は
、
僕
た
ち
も
中
学
生

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
中
学
生

と
触
れ
合
う
機
会
が
あ
る
こ
と

で
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
べ

る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
し
た
。

●
か
っ
こ
い
い
上
級
生
を
お
手
本

と
し
て
、
私
た
ち
も
成
長
し
て
い

き
た
い
で
す
。

▶
中
学
生
（
手
前
）
は
、
小
学
生
を
先
導

し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
走
り
、
効
果
的
な
準

備
運
動
な
ど
に
つ
い
て
も
指
導
を
行
っ
た

▲小学生に伴走しながらアド
バイスをおくる中学生（左側）

網
野
北
小
６
年
生
か
ら
も

多
く
の
感
想
を
聞
き
ま
し
た

▶
吉
野
小
学
校
の
学
習
発
表
会
で
「
ご

み
処
理
と
利
用
」
に
つ
い
て
研
究
発
表
を

行
っ
た
同
小
４
年
の
児
童
た
ち

142015.012015.0115
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▶
吹
雪
の
中
、
放
牧
場
か
ら
数
百
㍍
離
れ
た
牛
舎
ま
で
小
走

り
で
駆
け
る
和
牛 　初雪を観測した碇高原牧場で12月2日、収牧作業が

行われました。この作業は、冬に備えて牛たちを順次放牧
場から牛舎に帰すもので、この日は最後のグループ 8頭を
収容しました。
　牧場では、黒毛和種繁殖雌牛約120頭を飼育しており、
受胎が確認されると、豊富な牧草にあふれた32㌶の放牧
場で出産前まで過ごします。最後まで、放牧されていた妊
娠牛 8頭は、今年1月から3月にかけて出産予定です。
　牛たちは、積雪と吹雪の中「寒いよー」とばかりに小走り
で牛舎まで駆け、舎内でほっとした様子を見せていました。

　地域による子育て意識の高揚と青少年の
健やかな成長を見守る方策を考える「子育
て講演会」（京丹後市 PTA協議会網野ブ
ロックなど主催）が12月11日、アミティ
丹後で開催され、網野町内の小中学校に通
う児童・生徒の保護者ら約100人が参加し、
子育てのヒントを学びました。
　この日「あーよかったな　あなたがいて」
をテーマに教育サポーターの仲島正教さん
が、21年間の教師経験を基に、身振り手
振りを加えて講演。仲島さんは、「（子育ては）
足で稼ぐこと」と述べ、相手に歩みよる姿
勢の大切さ、『優』の文字を“人を憂う『優
しさ』”や“百の愛”と例え、相手を思う
気持ちの大切さを説明しました。
　そのほか、自分で自分の好きなところを
考えさせて自尊感情を高める方法や、人を
幸せにすることば『あーよかったな　あな
たがいて。あーよかったな　あなたといて』
を紹介するなど、心豊かな子どもを育てる
ための、たくさんのコツを伝授しました。

　スイス村スキー場（弥栄町）で12月13
日、スキー場開き式が行われ、関係者ら約
20人が今シーズンの盛況と安全を祈願し
ました。
　同場は、太鼓山（標高683㍍）の山頂付
近にあり、ゲレンデの全長は1,300㍍。３
基のリフトを備え、初心者用から上級者用
まで、７コースが設定されています。
　安全祈願の神事に続く式典では、同場を
運営する株式会社スイス村管理組合代表取
締役の大江俊太郎さんがあいさつ。「昨季
は7,600人が来場し、年々少しずつ増えて
いる。さらなる誘客に全力で取り組んでい
く」と決意を述べました。その後、出席者が見守る中、
第１リフトが始動し、シーズンの始まりを告げました。
※営業状況などはスイス村スキー場総合案内所（☎66-0036）へお
問い合わせください。

　「第29回久美浜カキ・さかなまつり」（同実行委員会
主催）が12月７日、久美浜町湊宮マリンプラザ前で開
かれ、市内外から訪れた約3,000 人が地元でとれた新
鮮な海の幸を堪能しました。
　焼きガキの振る舞いコーナーでは、最盛期を迎えてい
る久美浜湾の養殖ガキ約３千個が提供されたほか、旬の
ズワイガニや魚が入った大漁鍋も販売され、香ばしい香
りに来場者が長蛇の列を作りました。
　また、カニ雑炊の早食い大会やハマチすくい体験、ビ
ンゴゲーム、餅まきなども行われました。

新鮮な海の幸求め長蛇の列
久美浜カキ・魚まつりに３千人

久 美 浜 町
12 月７日

▲始動したリフトを見守る関係者

モ～ お家に帰ろう
碇高原で和牛の収牧作業

丹 後 町
12 月 2日

▲学習発表会でＣＭを披露する「大宮いいとこ広め隊」の児童たち

京
丹
後
に“
が
り
ゃ
あ
え
え
と
こ
”あ
る
よ

大
宮
南
小
児
童
が
自
作
の
地
域
Ｐ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
を
披
露
11月8日
大 宮 町

スマートフォンなどの端
末を使って右のコードを
読み取ると、動画が再生
されます。※機種等によ
り再生されない場合があ
ります。

大宮南小制作の
京丹後市ＰＲＣＭ

今
季
の
盛
況
と
安
全
を
祈
願

弥 栄 町
12月13日

ス
イ
ス
村
ス
キ
ー
場
開
き

　大宮南小学校の「大宮いいとこ広め隊」
（同小6年）が制作した京丹後市をPRす
るＣＭ（※）が11月8日、同校の学習発
表会で披露されました。
　この日、児童の保護者やＣＭづくりに協
力した地域住民ら約200人が学校を訪問。
伝統の丹後ちりめんや名勝「琴引浜」「立
岩」をはじめ、地域に伝わる物語「羽衣
天女」「浦島太郎」、郷土料理の「ばら寿司」
などを京丹後の魅力と捉え、それぞれの
特徴をまとめた映像に見入りました。
　子どもたちの力作を視聴した藤岡裕子
さんは、「自分たちの住むまちの良さを知っ
てほしいと願う気持ちがよく伝わり、感動
しました」と感想を述べていました。
　CMは、昨年度、コメをテーマに調査
研究を行った児童が、特Ａランクのコシヒ
カリの認知度が低いことに奮起して制作を
発案。映像制作を専門とする羽衣国際大
学の協力により実現したものです。
　また、これらの内容をまとめたパンフレット『京丹後
のがりゃあええとこ　おしえちゃろう』も制作し、本市
をPRしています。� ※市公式動画サイトで配信中！！

網 野 町

「
あ
ー
よ
か
っ
た
な
」
は
幸
せ
の
カ
ギ

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
網
野
ブ
ロ
ッ
ク
が
「
子
育
て
講
演
会
」
開
催
12月11日

　「市民でつくる第九コンサート」（京丹後
文化のまちづくり実行委員会主催）が11
月30日、京都府丹後文化会館で開かれ、
来場者 710人が混声合唱に聞き入りまし
た。同コンサートは、世代を超えた文化交
流などを目的に行われたもので、今回が３
回目。応募により集まった中学生以上の市
民約140人が、8カ月に渡って練習を重
ねてきました。
　この日は、丹後出身のソリスト４人と
「MAF管弦楽団」と共に、ベートーベン
作曲の交響曲第 9番二短調（喜びの歌）」
を披露。ホールに力強く響き渡る美声に、
会場から大きな拍手が沸き起こりました。
　峰山中学校で吹奏楽部に所属している
森田すみれさん（14）は「迫力ある合唱
に感動しました。私もあの舞台に立ってみ
たいです」と話していました。

▲ベートーベンの「交響曲第９番ニ短調」を披露
する市民ら

ホ
ー
ル
に
〝
喜
び
の
”
美
声
響
く

市
民
で
つ
く
る
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

11月30日
峰 山 町

▲長蛇の列ができた焼きガキコーナー

▲「優」の文字について説明する講師の仲島さん
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寝室・階段上端　にも

たんごの風６3号 たんごの風６3号2015年1月

　昨
年
11
月
11
日
、
秋
季
火
災
予
防
運
動

（
11
月
９
日
〜
15
日
）の
実
施
に
あ
わ
せ
て
、

南
ア
フ
リ
カ
出
身
で
市
内
在
住
の
ブ
レ
ン

ダ
・
ホ
ー
プ
リ
ー
さ
ん
（
市
国
際
交
流
協

会
員
）
を
１
日
女
性
消
防
官
と
し
て
委
嘱

し
、市
内
保
育
所
で
の
防
火
教
室
、シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
防
火
査
察
や
街
頭
広

報
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
ま
し

た
。街

頭
で
は
、
署
員
と
と
も
に
、
笑
顔
で

火
災
警
報
器
の
設
置
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

買
い
物
客
が
、
ブ
レ
ン
ダ
さ
ん
の
呼
び
掛

け
に
熱
心
に
聞
き
入
る
場
面
も
み
ら
れ
、

火
災
警
報
器
の
設
置
促
進
に
一
役
買
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

◆
京
丹
後
市
の
設
置
率
79・0
㌫

秋
季
火
災
予
防
運
動

　
１
日
女
性
消
防
官
を
委
嘱

◆
安
心・安
全
の

　
　
　
街
づ
く
り
に
向
け
て

市
消
防
本
部
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
（
以
下
「
火
災
警
報
器
」
と
い
う
。）
の
普

及
啓
発
お
よ
び
設
置
促
進
に
役
立
て
る
た
め

に
、
定
期
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
市
内

の
住
宅
に
お
け
る
火
災
警
報
器
の
設
置
状

況
を
把
握
・
分
析
し
て
い
ま
す
。

消
防
庁
が
ま
と
め
た
調
査
結
果
に
よ
る

と
、
平
成
26
年
６
月
１
日
時
点
で
の
設
置
率

は
、
全
国
平
均
79・６
㌫
、
京
都
府
83・９
㌫
、

京
丹
後
市
79
・
０
㌫
で
し
た
。（
消
防
庁
が

示
し
た
全
国
統
一
の
新
調
査
方
法
よ
る
。
従

前
の
調
査
方
法
（
街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
）
で
は
、

86
・
1
㌫
）

市
火
災
予
防
条
例
で
は
、
火
災
警
報
器
の

設
置
場
所
に
つ
い
て
、
寝
室・階
段
上
端
（
寝

室
が
２
階
以
上
に
あ
る
場
合
）・
台
所
に
煙

式
の
感
知
器
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。し

か
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
台
所
だ

け
で
、
寝
室
な
ど
に
は
設
置
し
て
い
な
い
。」

と
い
う
世
帯
も
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
火
災
警
報
器
は
設
置
し

て
い
る
が
、
定
め
ら
れ
た
全
て
の
箇
所
に
正

し
く
設
置
で
き
て
い
な
い
世
帯
が
あ
る
と
い

う
現
状
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

な
ぜ
寝
室
や
階
段
上
端
（
※
右
㌻
設
置
例

参
照
）
に
も
火
災
警
報
器
が
必
要
な
の
で

し
ょ
う
か
。

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
発
生
状
況
を

み
る
と
、
逃
げ
遅
れ
が
最
も
多
く
、
全
体
の

約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
最
大
の
原

因
は
、
発
見
の
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
、
火
災

の
発
生
に
気
付
き
に
く
い
就
寝
時
間
帯
に
集

中
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
煙
の
流
れ
は
火
よ

り
も
速
く
、
階
段
や
吹
き
抜
け
な
ど
縦
方
向

の
区
画
か
ら
上
階
へ
広
が
り
、
建
物
全
体
に

充
満
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
就
寝
中
で
も
火
災
の
発
生
を

◆
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者

　
　
　
　
　
就
寝
時
間
帯
に
集
中

こ
と
や
、
防
火
・
防
災
に
対
す
る
関
心
が
薄

い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
本
市
で

も
、
高
齢
者
世
帯
へ
の
火
災
警
報
器
の
設
置

促
進
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

市
消
防
本
部
で
は
、
火
災
警
報
器
の
設
置

率
100
㌫
を
め
ざ
し
、
街
頭
で
の
呼
び
掛
け
や

チ
ラ
シ
配
布
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

火
災
警
報
器
を
設
置
さ
れ
て
い
な
い
世
帯

は
、
今
す
ぐ
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

す
で
に
設
置
済
み
の
世
帯
に
つ
い
て
も
、
定

め
ら
れ
た
全
て
の
箇
所
に
正
し
く
設
置
で
き

て
い
る
か
、
も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
わ
り
の
高
齢
者
世
帯
に
も
気
を
配
っ
て

い
た
だ
き
、
積
極
的
な
声
掛
け
や
取
り
付
け

サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
で
き
る
範
囲
で
の
手
助
け

を
お
願
い
し
ま
す
。

火
災
警
報
器
の
設
置
率
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
な
く
し

て
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
安
心
・

安
全
の
街
づ
く
り
に
向
け
て
、
火
災
警
報
器

の
設
置
促
進
に
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

大
き
な
警
報
音
で
知
ら
せ
る
よ
う
に
、
感
知

の
早
い
煙
式
の
火
災
警
報
器
を
寝
室
や
階

段
上
端
に
も
設
置
す
る
よ
う
に
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
を
年
齢
別
に
み

る
と
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
約
７
割
を
占

め
て
お
り
、
近
年
の
高
齢
化
の
進
展
と
と
も

に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
高
齢
者
世

帯
に
お
け
る
火
災
警
報
器
の
未
設
置
が
多

く
み
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
身

体
的
に
高
所
へ
の
取
り
付
け
が
困
難
で
あ
る

◆
高
齢
者
世
帯
へ
の

　
　
　
設
置
促
進
が
大
き
な
課
題

◆
定
め
ら
れ
た
全
て
の
箇
所
に

　
　
　
　
設
置
し
て
い
ま
す
か
?

【寝室が１階にある場合】【寝室が２階にある場合】

台所 台所

階段
寝室

寝室

消防庁の調査によると、平成 20 年から平成 22 年
までの３年間に発生した住宅火災をもとに火災警報器
の効果を分析したところ、火災警報器が設置されてい
る場合は設置されていない場合に比べて、焼損床面
積は約 2 分の 1に、死者数は約 3 分の 2に減少して
おり、火災警報器の効果が証明されています。

～市火災予防条例で規定する火災警報器の設置例～

※子ども部屋なども、就寝に使用する場合は火災警報器が必要です！

火
災
警
報
器
は

　
　
煙
式
を
！

問消防本部予防課
☎（0772）62-5119

火災警報器、被害軽減に一役
焼損床面積も死者数も減少！！

65歳以上
の高齢者

（677人）
66.6㌫

33.4㌫
（339人）

その他

65歳以上の高齢者
住宅火災による死者のうち
65歳以上の高齢者の割合

逃げ遅れ
56.3㌫
（573人）

43.7㌫
（443人）

その他

逃げ遅れ
住宅火災による死者のうち
逃げ遅れが原因の割合

※総務省「平成25年版消防白書」より

を設置しましょう！

住宅火災100件当たりの死者数

〈人／火災100件〉

死  者  数

約３
２

0

1

2

3

4

5

6

7

8

設置無 設置有

5.1人

7.6人

住宅火災１件当たりの焼損床面積

〈㎡／火災１件〉

焼損床面積

約２
１

0

10

20

30

40

50

60

設置無 設置有

50.2㎡

23.2㎡

署
員
と
と
も
に
火
災
警
報
器
の
設
置
促
進
を

呼
び
掛
け
る
ブ
レ
ン
ダ
・
ホ
ー
プ
リ
ー
さ
ん

住 警宅用 火 災 報 器
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　絵画コンクールは、子どもたちに農地や農業用水など、地域の資源に対す
る理解を深めてもらうことを目的としているもので、平成 22 年から実施され
ています。府内小学生の227作品の応募の中から、本市内の児童による２作
品が受賞しました。

第５回 農と水と環境を守る子ども絵画コンクール入賞作品

＜小学校低学年の部＞
【京都府農業協同組合中央会長賞】

タイトル「おばあちゃんと私のトマト」

＜小学校高学年の部＞
【京都府知事賞】

タイトル「川で生き物調査」

（大宮第一小 2年）川﨑 亜湖 さん （久美浜小６年）岡野 友結 さん

（
網
野
町
北
大
路
）

　16年以上の長きにわたり、網野町北
大路区長として活躍。「北大路地域づく
り計画」を策定し、災害時の初動体制
を確立するなど、安全かつ快適に暮ら
せる地域づくりに貢献されました。

  

幾
田 

章
宏 

さ
ん （
73
）

【網野町北大路区長】

自治会等地緑による団体功労者
総務大臣表彰

（
大
宮
町
周
枳
）

　長年にわたり、統計調査員として、
国勢調査をはじめ、工業統計調査、
事業所企業統計調査、農林業センサ
スなどに従事。統計行政の推進に貢
献されました。

  

中
西 

ゆ
り
子 

さ
ん （
66
）【統計調査員】

（
網
野
町
網
野
）

　長年にわたり、統計調査員・指導
員として、国勢調査をはじめ、工業
統計調査、事業所企業統計調査、就
業構造基本調査などに従事。統計行
政の推進に貢献されました。

  

池
部 

浅
地 

さ
ん （
64
）

【統計調査員】

（
弥
栄
中
２
年
）

　第 34回全国中学生人権作文コンテ
スト中央大会で、7,083 校 953,211
人の応募の中から、森岡千怜さんの
作品「命の尊さ」が見事奨励賞に輝
きました。

  

森
岡 

千ち

怜さ
と 

さ
ん

全国中学生人権作文コンテスト
奨励賞

（
久
美
浜
町
口
三
谷
）

　昭和 48年から長年にわたり、分会
婦人部長として婦人部長を補佐し、会
員の福祉向上に貢献。また、市熊野遺
族会女性部長として、高齢化が進む組
織の維持に尽力されました。

  

和
田 

う
め 

さ
ん （
97
）

援護事業功労者
厚生労働大臣表彰

京都府統計功労者表彰

　砂丘地帯の特性を生かした畑作を
展開し、さまざまな作物や栽培技術
を積極的に導入するなど地域農業の
リーダーとして活躍。農業の振興に貢
献されました。

（
久
美
浜
町
葛
野
）

  

藤
本 

和
久 

さ
ん （
59
）

【農　業】
　34年間にわたり、地域の中核的な
肉用牛農家として活躍。耕作放棄地で
の放牧に取り組むとともに、粗飼料な
どを栽培し、地域の景観保全・畜産業
の振興に貢献されました。

【肉用牛経営】

京都府農林水産業功労者表彰

（
大
宮
町
奥
大
野
）

　集約的に所得の上がる野菜の専業
農家として、有機質肥料にこだわった
栽培を実施。販路も自ら開拓し、妻と
の間で家族経営協定を締結するなど、
合理的な経営方法が評価されました。

  

森 

和
哉 

さ
ん
（
38
）・

      

万
里
子 

さ
ん （
40
）

【農　業】

（
網
野
町
掛
津
）

　「レンゲ米」を栽培し、環境に配慮
した農業を展開。また、網野・丹後町
の有志で「米

まい
土
ど
くらぶ」を作り、イベ

ントなどで販売を行うなど、若手農業
者の模範として評価されました。

  

朝
日 

聡
隆 

さ
ん （
39
）

【農　業】

京都府若手農林漁業者表彰

（
久
美
浜
町
丸
山
）

　認定農業者として、トマト栽培にお
いて、新たな機械の導入や新品種の栽
培を行い生産技術向上に尽力。若手同
士の交流も積極的に行うなど、農業の
振興に貢献されました。

  

野
村 

拓
生 

さ
ん （
37
）

【農　業】

【元分会婦人部長】

（
丹
後
町
矢
畑
）

   
大
江 
良
樹 

さ
ん （
57
）

（
弥
栄
中
３
年
）

　第 65回“社会を明るくする運動”
作文コンテスト（中学生の部）で、全
国 171,000 点の応募の中から、吉岡
樹さんの作品「町の色」が見事日本更
生保護協会理事長賞に輝きました。

  

吉
岡 

樹み
き 

さ
ん

〝社会を明るくする運動〟作文コンテスト
日本更生保護協会理事長賞

▼
表
紙
の
写
真
が
着
物
姿
で
は
な

や
か
で
良
か
っ
た
で
す
ね
。
若
い

人
が
着
物
を
着
る
機
会
を
作
っ

て
欲
し
い
で
す
ね
。

　
【
峰
山
町
・
40
代
・
女
性
】

▼
10
周
年
の
記
念
講
演
に
行
け
な

か
っ
た
の
で
、
一
番
に
そ
こ
を
読

み
ま
し
た
。

【
久
美
浜
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
市
制
10
周
年
い
ろ
ん
な
行
事
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
み
な

さ
ん
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
相
撲
は
め
っ
た
に
見
ら
れ
な

い
の
で
と
て
も
喜
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
。

　
　
　
　
【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
「
新
シ
ル
ク
産
業
の
創
造
へ
」
信

州
大
と
協
定
締
結
す
ご
い
で
す
。

高
性
能
シ
ル
ク
を
開
発
す
る
と

い
う
新
し
い
丹
後
ち
り
め
ん
が

出
来
そ
う
で
楽
し
み
で
す
。

　
　
　
【
網
野
町
・
70
代
・
男
性
】

▼
市
役
所
か
ら
送
っ
て
く
る
「
医
療

費
の
お
知
ら
せ
」
を
拝
見
し
て

も
高
い
金
額
が
か
か
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
今
は
大
丈
夫
と
思
っ

て
い
て
も
日
々
の
乱
れ
た
生
活

習
慣
の
ツ
ケ
が
知
ら
な
い
間
に

積
み
重
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま

す
。
常
に
健
康
に
意
識
を
持
っ
て

生
活
を
送
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
大
病
が
発
生

し
て
か
ら
で
は
遅
い
で
す
。

　
　
　
　
【
久
美
浜
町・70
代・女
性
】

▼
１
年
が
経
つ
の
が
早
い
で
す
。
広

報
き
ょ
う
た
ん
ご
で
毎
月
料
理
な

ど
色
々
と
学
ぶ
こ
と
が
出
来
て
良

か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
【
大
宮
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
京
丹
後
人
で
先
月
に
続
き
私
が

知
っ
て
い
る
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
さ
ん
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
て
嬉
し
い
で

す
。
イ
ベ
ン
ト
な
ら
ば
行
け
る
と

き
は
必
ず
参
加
す
る
程
の
大
フ
ァ

ン
で
追
っ
か
け
し
て
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
サ
イ
ン
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
【
久
美
浜
町・20
代・女
性
】

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

質
問

▼
大
雪
な
ど
の
警
報
が
出
た
場
合
、

市
営
バ
ス
の
運
休
決
定
の
発
表

は
何
時
頃
で
す
か
？

▼
市
営
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
警
報
が

発
表
さ
れ
た
場
合
で
も
、
道
路

の
通
行
が
可
能
で
あ
れ
ば
運
行

し
ま
す
。
水
害
等
道
路
状
況
の

悪
化
に
よ
り
運
休
す
る
場
合
は
、

午
前
７
時
頃
ま
で
に
、
防
災
行

政
無
線
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。【企

画
政
策
課
】

回
答



光岡 和
わ

奏
かな

ちゃん（女の子）
11月生まれ・3,002㌘
母：詩織さん　父：一樹さん

（岡山県倉敷市／実家：丹後町此代）

吉田 愛
まな

翔
と

ちゃん（男の子）
11月生まれ・2,864㌘
母：莉沙さん　父：博喜さん

（与謝野町／実家：大宮町上常吉）

生まれてきてくれてありがとう
　このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃん誕生の瞬間を喜ぶご家族の姿を紹介します。

久保 美
み

織
おり

ちゃん（女の子）
11月生まれ・3,195㌘
母：美里さん　父：光さん

（与謝野町／実家：峰山町杉谷）

さ
と
が
え
り

さ
と
が
え
り

さ
と
が
え
り

文化
丹後
de

ぶんか TOPICS

ぶんかでたんご

　平成 26 年度丹後文化芸術祭「第 26 回ジュニア文化祭」（丹
後文化芸術祭実行委員会など主催）が 12 月７日、京都府丹
後文化会館（峰山町）で行われ、丹後地域の幼稚園児から
高校生までの 13 団体が日頃の練習の成果を披露しました。
　府立網野高等学校の体操部による演技を皮切りに、3B 体
操や琴、ストリートダンス、モダンバレエ、軽音楽、和太鼓、
チアダンスなど多彩な発表が続き、フィナーレでは、市立
峰山中学校吹奏楽部が「Let’s Swing」を演奏。訪れた保護
者など約 700 人の観客から盛大な拍手が送られました。
　同文化祭は、学校の枠を超えた子どもたちの文化的交流
を図ることなどを目的に、毎年開催しているものです。

13団体が練習の成果を披露
　第26回ジュニア文化祭開催

写真（出演団体名）：01 市立峰山中学校吹奏楽部　02 プティエ
トワール　03 久美浜子供太鼓 あまべっこ  04 ood geek　05
ブルーエンジェルス

01

02 03

04 05

い
く
つ
に
な
っ
て
も
熱
く

真
剣
勝
負
で

吉 岡　 完 さん（77）

網野町網野在住。中学校の体育教
諭時代には、バスケットボールや
サッカー部などの顧問を務め、常
に勝ちにこだわっていたという吉
岡さん。「かるた取りでも同じです」
と笑顔で話していました。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
文
化
活
動
で
人
生
を
楽
し
む

皆
さ
ん
に
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ぶ
ん
か
手
帳 

＃
14▲試合形式で百人一首を使ったかるた取りを練習する

「網野かるた友の会」のメンバー（いっぷく亭で）

百
人
一
首
・
競   

技

か
る
た

　

か
る
た
取
り
で
お
馴
染
み
の

百
人
一
首
。
全
て
暗
記
し
て
い
る

と
い
う
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
に
広
く
親
し

ま
れ
て
い
る「
小
倉
百
人
一
首
」は
、

鎌
倉
時
代
初
期
の
歌
人
藤
原
定
家

が
京
都
の
小
倉
山
で
、
１
０
０
人

の
歌
人
の
和
歌
を
、
一
人
一
首
ず
つ

選
ん
で
つ
く
っ
た
秀
歌
撰
で
す
。

　

私
も
小
学
生
の
頃
は
、
全
て
暗

記
し
、
地
域
の
か
る
た
取
り
大
会

に
た
び
た
び
出
場
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
20
代
の
頃
に
も
仲
間
内
で

流
行
り
、
よ
く
集
ま
っ
て
か
る
た

取
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
平
成
21

年
５
月
に
は
、「
も
う
一
度
、
百
人

一
首
を
使
っ
た
か
る
た
取
り
を
楽
し

み
た
い
」「
良
い
頭
の
運
動
に
な
る

の
で
は
な
い
か
」
と
網
野
町
の
有

志
４
人
と
共
に
、「
網
野
か
る
た
友

の
会
」
を
結
成
。
現
在
は
、
60
～

80
代
の
15
人
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
、
月
に
２
回
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

百
人
一
首
で
行
う
か
る
た
取
り

の
楽
し
み
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
、

試
合
で
狙
い
の
一
枚
が
取
れ
た
と

き
の
爽
快
感
。
読
み
手
の
言
葉
に

集
中
し
、
最
初
の
上
の
句
一
文
字

が
発
せ
ら
れ
た
瞬
間
に
手
が
伸
び

て
取
れ
た
と
き
は
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。
年
齢
差
が
あ
っ
て
も
真

剣
勝
負
で
き
る
の
も
魅
力
の
ひ
と

つ
で
す
ね
。
子
ど
も
の
頃
に
比
べ

る
と
反
射
神
経
が
鈍
り
、
取
る
ス

ピ
ー
ド
も
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、

技
と
駆
け
引
き
次
第
で
若
い
人
と

も
対
等
に
試
合
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
百
人
一
首
は
、
特
定
の
場

所
や
時
代
背
景
が
詠
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
歌
に
共
感
し
、
自

分
の
お
気
に
入
り
、
得
意
と
す
る

一
首
を
見
つ
け
る
の
も
楽
し
み
の

ひ
と
つ
で
す
。

　

平
成
23
年
か
ら
は
、
百
人
一
首

の
楽
し
さ
を
伝
え
、
伝
統
文
化
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
一

般
の
方
や
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

し
た
「
か
る
た
大
会
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
来
月
に
も
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
出
場
を
希

望
す
る
方
は
、
事
務
局
・
梅
田
豊

則
さ
ん
（
☎
72

−

０
７
２
５
）
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

23 2015.01 2015.01 22

1.	玉ねぎはみじん切りにし、お餅は薄くスライスしておく。
2.	熱したフライパンにサラダ油をひき、ひき肉、玉ねぎを入
れ、塩こしょうをふり、炒める。

3.	軽く炒めたら、お酒、濃口しょうゆ、ケチャップを入れ水
気がなくなるまで炒める。

4.	3 が炒め終わったら、グラタン皿（耐熱皿）に移し、その
上に黒豆煮を敷き詰め、さらに、お餅、チーズをのせる。

5.	電子レンジ（600Ｗ）で８分程度温める。
6.	チーズとお餅がとろ～りとしたら完成！

京丹後の食材で簡単レシピ 旬★感 たんごはん

作り方

お正月に欠かせない食材と言えば、「黒豆」と「お
餅」。そのまま食べても、もちろん美味しいですが、

何日も続くと飽きてしまいますよね。そこで、この２つの食材を使っ
た簡単な料理が出来ないかと思い、考えついたのがこの料理です。
　料理のポイントは、せっかく炊いた黒豆をつぶさず、形を残し
た状態で作ることです。簡単に出来ますのでお試しください。

　今回は、お正月に余りがち（？）な食材を使ったアレンジ料理を教えていただきました。作り方はとて
も簡単。おかずとして食べても良し、ちょっとしたおやつに食べても良しの一品です。
　レンジで温めることで黒豆がさらに柔らかくなり、トッピングしたお餅とチーズと合わせて食べると“ふ
わとろ”な食感が楽しめ、また、ケチャップの酸味とチーズの塩味に続き、黒豆の甘味が程よく広がり、
まろやかな味わいに！！身体も心も温めてくれるとろ～りあったか料理で冬の寒さを吹っ飛ばしましょう！

Vo l .14

教えてくれたひと

佐藤　雅
まさ

史
し

さん （峰山町）

“とろ～り”黒豆ラザニア風

材料（２人前）

・黒豆煮 …適量 ・お酒 …大さじ１

・お餅 …適量 ・濃口しょうゆ …大さじ１

・ひき肉 …100g ・トマトケチャップ…大さじ１

・玉ねぎ …100g ・塩 …適量

・チーズ（ピザ用）…70g ・こしょう …適量

体験レポート
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　山陰海岸ジオパーク推進協議会は、今夏、本市から鳥取市
までのエリア内に在籍・在住する児童生徒を対象に、山陰海
岸ジオパーク児童・生徒研究作品コンテストを実施しました。
73点の応募作品のうち、23点が入賞。本市からは、11点
の応募があり、島津小学校3年の小山京太郎君の研究作品
が見事努力賞に選ばれました。
　市では、入賞作品と本市からの応募作品計33点を昨年
11月26日から12月3日までの間、ショッピングセンター
マインで展示。来場者はじっくりと作品に見入っていました。
　山陰海岸ジオパークは、子どもたちの調査研究の対象とし
て適したテーマ、フィールドであり、今後も市が実施する小
学６年を対象とした「大地の学習」と連動して、子どもたち
の主体的な調査研究につなげていきます。

山陰海岸ジオパーク児童・生徒研究作品コンテスト 入賞作品展開催

写真：上左／展示会場で研究作品に見入る来場者たち　上右・下
／努力賞に輝いた小山京太郎君の作品。琴引浜に自生する植物
や海を渡り毎年飛来する蝶「アサギマダラ」などを調査した

島津小の小山京太郎君が努力賞

― 

市
制
10
周
年
記
念
事
業
「
み
ん
な
の
つ
ど
い
」
開
催 

―

　

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
（
大
宮

町
）
で
11
月
29
日
、
京
丹
後
市
制

10
周
年
記
念
事
業
「
み
ん
な
の
つ

ど
い
」（
市
、
市
女
性
連
絡
協
議

会
な
ど
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
市
民
ら
約
２
８
０
人
が

講
演
会
や
中
学
生
の
作
文
発
表
な

ど
を
通
し
て
、
男
女
共
同
参
画
の

推
進
や
人
権
の
尊
重
の
大
切
さ
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

中
学
生
に
よ
る
人
権
作
文
の
朗

読
で
は
、
平
成
25
年
度
全
国
中
学

生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
京
都
大

会
で
佳
作
に
選
ば
れ
た
平
井
陽
奈

子
さ
ん
（
大
宮
中
２
年
）
ら
３
人

が
発
表
。
平
井
さ
ん
は
、「
障
害

者
の
問
題
」
と
題
し
、「
障
害
が
あ

る
の
は
特
別
で
は
な
い
。
私
た
ち

が
で
き
る
こ
と
は
相
手
を
理
解
し
、

生
活
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ

と
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
内
閣
府
男
女
共
同
参

画
局
の
武
川
恵
子
局
長
が
「
す
べ

て
の
女
性
が
輝
く
社
会
づ
く
り
を

目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

国
の
進
め
る
施
策
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
、「
男
女
共
同
参
画
を
進
め

る
た
め
に
は
、
男
性
も
女
性
も
ひ

と
り
の
人
間
と
し
て
能
力
が
発
揮

で
き
、
お
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
、

社
会
の
制
度
や
慣
行
の
在
り
方
を

考
え
る
と
と
も
に
、
対
等
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
方
針
の
決
定
に
参

画
で
き
る
機
会
を
確
保
す
る
こ
と

が
必
要
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
京
丹
後
よ
さ
こ
い
連
に

よ
る
演
舞
や
、
市
少
年
少
女
合
唱

団
協
議
会
と
作
詞
家
鮎
川
め
ぐ
み

さ
ん
に
よ
る
京
都
府
人
権
啓
発
イ

メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
世
界
が
ひ
と
つ

の
家
族
の
よ
う
に
」
の
合
唱
、
健

康
づ
く
り
推
進
員
に
よ
る
サ
ザ
エ

さ
ん
体
操
、
漫
才
師
の
辻
イ
ト
子

さ
ん
に
よ
る
講
演
・
夫
婦
漫
才
な

ど
も
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
犯
罪
被
害
者
遺
族

の
会
に
よ
る
「
生い

命の
ち

の
メ
ッ
セ
ー

ジ
展
」
や
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

人
権
相
談
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
す
べ
て
の
女
性
が
輝
く
社
会
目
指
し
て
」

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
武
川
局
長
が
講
演

京丹後市出身  大江真弘 気仙沼市副市長来丹
　震災から 3 年半、復興の現状を語る
　平成23年3月11日に発生した東日本大震災において甚大な被害を受けた宮城県気
仙沼市。震災後3年半が経過する中、同市の復興に向けた取り組みを牽引する大江真弘
気仙沼市副市長が現状を語りました。

　11月21日、東日本大震災で被
災した宮城県気仙沼市から、大江
真
まさ

弘
ひろ

副市長（京丹後市峰山町出身）
が来丹し、同市の震災復興の取り
組みについて、峰山総合福祉セン
ターで講演。市職員ら150人が被
災地の現状を学びました。
　講演で大江さんは、思い出した
くないと述べた上で、被災当時の映

像を見ながら、押し寄せる津波や黒煙が舞い上がる火
災の様子、40隻以上の大型船および約3,000隻の漁船
が流出・損壊した状況などを説明し、市全域がおよそ
70cmの地盤沈下したことが特徴と語りました。
　現在、防潮堤や安全な高さまで盛り土を施すなどを行
っているが、民地のかさ上げは「個人資産の形成」であ
ることから、公費投入が困難で対策に苦慮している。さ
らに被災場所から別の場所への「移転再建」を基本とす
るため、用地造成や土地の問題もあり、9,300人以上が
一時的な住居で生活していると述べ、「まだ“復興半ば”」

と強調。その中で、震災があったからこそ、市民が知恵
を出し合い、総意工夫を重ね一体となり、意欲的な動き
が出てきたと話し、まだまだ時間はかかるが、復興に向
け全力を尽くしたいと締めくくりました。
　大江副市長は講演のほか、震災後の新たなまちづくり
に生かすため、本市が取り組む上限200円バスや200
円レールを特徴とする公共交通、丹後大震災からの復興
に向けた取り組み等について視察を行いました。
　同講演は、市役所職員の視野の拡大、知識と行動力
を養成するとともに、市民の皆さんにも参加いただき、
市民協働のまちづくりを進めようと開催したものです。

　
迎
接
寺
は
、
久
美
浜
町
湊
宮

の
山さ

ん

内な
い

地
区
に
あ
っ
た
山
林
寺

院
で
す
。
戦
国
時
代
に
久
美
浜

町
大
向
へ
移
転
し
、
現
在
は
遍へ

ん

照じ
ょ
う

寺じ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
元

の
迎
接
寺
の
あ
っ
た
場
所
を
訪

れ
る
と
、
か
つ
て
の
壮
大
な
姿

が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

　
迎
接
寺
跡
の
シ
イ
（
ツ
ブ
ラ

ジ
イ
）
は
、
昭
和
44
年
に
廃
村

と
な
っ
た
山
内
集
落
か
ら
、
迎

接
寺
跡
へ
の
上
が
り
口
付
近
に

あ
り
ま
す
。
胸
高
幹
周
８
・
03

㍍
、
樹
高
14
㍍
あ
る
市
内
最
大

の
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
で
す
。
樹
齢
は

お
よ
そ
３
０
０
年
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
は
、

木
材
腐
朽
菌
に
お
か
さ
れ
、
中

心
部
に
腐
れ
が
生
じ
や
す
い
で

す
が
、
根
元
か
ら
萌
芽
再
生
す

る
能
力
が
高
く
株
立
ち
と
な
っ

た
も
の
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
迎
接
寺
跡
の
シ
イ
（
ツ
ブ
ラ

ジ
イ
）
は
、
株
立
ち
が
多
く
、

根
元
に
次
世
代
の
幹
が
見
ら

れ
、
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
の
特
徴
を
良

く
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
樹
勢

も
盛
ん
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
市
内
最
大
で

樹
勢
が
盛
ん
で
あ
る
点
が
評
価

さ
れ
、
平
成
20
年
７
月
８
日
付

け
で
京
丹
後
市
指
定
文
化
財

（
天
然
記
念
物
）
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　
（
文
化
財
保
護
課
）

京
丹
後
市
の
文
化
財 
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迎
接
寺
跡
の
シ
イ

（
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
）市内最大のシイ（ツブラジイ）

▲迎接寺跡のシイ（ツブラジイ）
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01. 02.手話を交えて人権啓発イメージソング「世界がひとつの家族の
ように」を合唱する市少年少女合唱団協議会、同作詞者の鮎川めぐみ
さん（前列左）　03.人権作文を発表する平井陽奈子さん（大宮中２年）
04.「生命のメッセージ展」に展示されたパネルなど　05.夫婦漫才で
会場を沸かせた辻イト子さん・マガルさん
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内閣府男女共同参画局の
武川恵子局長の講演　

講演した大江真弘気仙
沼市副市長　

気仙沼市の概要
　宮城県の北東端に位置し、世界三大漁場
「三陸沖」での沖合・近海漁業や、世界の
海を対象にした遠洋漁業の基地として繁栄。
造船から水産加工までの幅広い水産業が
立地している。生鮮カツオ水揚げは、18 年
連続日本一（見込み）を記録。人口約7万
人（震災前）で、天然記念物の鳴き砂「十八
鳴浜」「九九鳴き浜」が有名。
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「
第
３
回
30
歳
の
成
人
式
in
京
丹

後
」
が
11
月
22
日
、
峰
山
町
の
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
吉
翠
苑
で
開
か
れ
、
今
年

度
に
30
歳
を
迎
え
る
本
市
出
身
者
、

在
住
者
な
ど
約
１
６
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

同
世
代
の
絆
を
深
め
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
よ
う
と
、
有
志
で
つ
く
る

実
行
委
員
会
が
企
画
し
た
も
の
で
、

テ
ー
マ
は
「
集
う
・
つ
な
が
る
・
動

き
出
す
」。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
や
懇
親
会
を
通
じ
て
、
古
里
へ
の

思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

全
国
に
先
駆
け
て
30
歳
の
成
人
式
を

開
催
し
た
山
添
藤
真
与
謝
野
町
長
を

は
じ
め
、
丹
後
町
の
竹た

か
野の

神
社
神
職
、

櫻
井
祐
策
さ
ん
ら
２
市
２
町
の
同
世

代
５
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
も
と

に
意
見
交
換
。「
丹
後
の
良
さ
を
ど
ん

ど
ん
発
信
し
よ
う
」「
祭
り
を
通
じ
て

い
ろ
ん
な
世
代
と
関
わ
る
こ
と
で
、

地
域
の
課
題
や
魅
力
と
向
き
合
え
る
」

な
ど
と
語
り
ま
し
た
。

今月のおすすめ

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

▲活発な意見交換が行われたパネルディス
カッションの様子。左から山添藤真与謝野
町長、宮津市議の中島大文さん、伊根町の
自営業三野いずみさん、与謝野町出身で東
京丹後人若手会を結成した土井継人さん、
竹野神社の神職櫻井祐策さん

▲参加者全員で記念撮影

左上／パネルシアターの上演（丹後図書室）　右上／紙芝居の上演（久美浜図書室）
左下／ペープサートの上演（あみの図書館）　右下／人形劇の上演（峰山図書館）

昼
食
に
丹
後
ば
ら
寿
司
を
食
べ
な
が
ら

歓
談
す
る
参
加
者
た
ち

　「君の居場所はここにあるか
らね」の思いを込めて、北海道

の小さな町から始まったプロジェクト。
名前と生年月日が刻まれた木の椅子、

「君の椅子」を贈る取り組みです。椅
子は、2011年 3 月11日、震災の日
に生まれた東北 3 県の子どもたちにも
贈られました。

　お正
しょう

月
が つ

に神
か み

様
さ ま

を迎
む か

える
ために玄

げ ん

関
か ん

にかざる「し
めかざり」。地

ち

方
ほ う

によって
形
かたち

や込
こ

められている意
い

味
み

が違
ち が

っています。日
に ほ ん

本の
伝
で ん

統
と う

と文
ぶ ん

化
か

を伝
つ た

える一
い っ

冊
さ つ

です。

■しめかざり 森 須磨子／文・絵
福音館

■「君の椅子」ものがたり
     北海道の小さな町から生まれた
　  いのちのプロジェクト

文化出版局／編
「君の椅子」プロジェクト／監修

河出書房新社

30
歳
の
成
人
式
に
１
６
０
人

古
里
へ
の
思
い
新
た
に
〝
集
う
・
つ
な
が
る
・
動
き
出
す
”

◎図書館からのお願い
◆図書館の本は市民の皆さんの財産です。大
　切に扱ってください。
◆図書館の資料を汚したり、破損したりした
　場合は、無理に消しゴムで消
　したり、セロテープを貼るな
　ど個人で修理せずに、図書館
　にご相談ください。

「冬のおたのしみ会」「冬のおはなし会」を開催

多彩な催しに笑顔溢れる

京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

　

市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
市
内
在
住
外

国
人
と
市
民
と
の
交
流
会
「Lunch 

＆ 
Tea Party

」
を
昨
年
12
月
21
日
、
豪
商

稲
葉
本
家（
久
美
浜
町
）で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
当
会
会
員
の
中
国
、
韓
国
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
者
や
、
米
軍
経
ヶ
岬
通

信
所
の
軍
人
ら
約
30
人
が
参
加
。
国
登
録

有
形
文
化
財
の
同
本
家
を
見
学
し
た
後
、

地
元
の
女
性
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
大
正
琴
の

演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
昼
食
に
は
、「
丹
後
ば
ら
寿
司
」
を
食
べ

な
が
ら
歓
談
。
ま
た
、
京
丹
後
産
の
茶
葉

を
使
っ
た
煎
茶
の
入
れ
方
を
教
わ
る
な
ど
、

京
丹
後
の
魅
力
を
体
感
し
な
が
ら
、
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

交流会で京丹後の魅力を体感

nav i nav inav inav inav i nav inav i

　今月号の記事の中からクイズを出題します。全問正解者
の中から抽選で 5 人に図書カード 500 円分をプレゼント！

◆応募方法
はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）
②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報
紙の感想やイラスト、取り上げてほしいテーマなど
をご記入の上、秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙
を参照）。なお、お寄せいただいた感想やイラストは
広報紙に掲載することがあります。※⑥の項目も忘
れずにご記入ください。

◆応募締切
１月 30 日（金）当日消印有効。当選者の発表は３月
号のこのコーナーで。

◆12月号の答え
問１…シルク　問２…花月　問３…久美浜

◆12月号当選者
岡本由貴子さん（網野町）、司馬直美さん（峰山町）、
髙野幸宏さん（網野町）、小牧知子さん（峰山町）、早
田八重子さん（久美浜町）
応募総数 26人、全員正解でした。ご応募ありがとうございま
した。

問１ 市内各地で○いっぱい運動広がる
問２ 市民でつくる第○コンサート開催
問３ 府民総体○○○○○○女子の部で優勝

広報クイズ

　峰山図書館所属の読み聞かせボランティア「わ」が、京丹後
市社会福祉大会で、「社会福祉事業特別功労者表彰」を受賞さ
れました。
　ボランティアとして子どもたちの読書を推進するため、読み
聞かせを中心とした活動を展開。人形劇やペープサートなどの
公演でおはなしの面白さを伝えるため、活躍されています。

　市立図書館（室）は昨年 12 月、〝おは
なし″の楽しさを伝える「冬のおたのしみ
会」や「冬のおはなし会」を開催しました。
　読み聞かせボランティアの皆さんと職員
による手作りの催しで冬の恒例行事となっ
ています。
　当日は、大型絵本や人形劇、ペープサー
ト、パネルシアターの上演などがあり、親
子連れなど大勢の参加者たちはじっくりと
聞き入っていました。このほか、クリスマ
スにちなんだ工作に挑戦したり、プレゼン
トを受け取ったりと、会
場は子どもたちの笑顔
に包まれていました。

　読み聞かせボランティア「わ」
「社会福祉事業特別功労者表彰」を受賞
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男　	 28,183人	（－2）
女　	30,380人	（－35）
計	　58,563人	（－37）
世帯数	　22,682世帯	（＋3）
12月1日現在、カッコ内は前月比。

住民基本台帳（外国人含む）による。

人口・世帯数
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
た
な
年
が
ス
タ
ー
ト

し
、
そ
れ
ぞ
れ
新
鮮
な
気
持
ち
で

お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
▼

今
月
は
新
年
号
と
い
う
こ
と
で
、

「
つ
の
る
思
い
２
０
１
５
」
と
題

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
今
年
の

「
目
標
」
や
「
抱
負
」
を
伺
い
ま

し
た
。
素
敵
な
笑
顔
と
と
も
に
お

届
け
し
ま
す
▼
私
た
ち
広
報
マ
ン

も
、
視
野
が
広
く
、
嗅
覚
も
優
れ

て
い
る
「
羊
」
の
よ
う
に
、
い
ろ

ん
な
情
報
を
嗅
ぎ
付
け
、
新
た
な

取
り
組
み
や
一
風
変
わ
っ
た
イ
ベ

ン
ト
に
至
る
ま
で
幅
広
く
発
信
で

き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
も
し
、

皆
さ
ん
の
周
り
で
面
白
ネ
タ
や
地

域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
当
課
ま
で
ド
シ
ド
シ

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！
▼
ど
う
か
市

民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
良
き
一

年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
／
秘
書
広

報
広
聴
課
一
同

発
行

／
京

丹
後

市
役

所
　

編
集

／
秘

書
広

報
広

聴
課

〒
627-8567  京

都
府

京
丹

後
市

峰
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町
杉

谷
889
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℻
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あけましておめでとうございます。

　
誰
も
が
知
っ
て
い
る
団
体
ス
ポ
ー
ツ
「
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
」。
府
内
に
は
、
約
３
０
０
０
人
の
競
技

者
が
お
り
、
各
地
で
白
熱
し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
第
37
回
京
都
府
民
総

合
体
育
大
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
女
子
の
部
で
優
勝
を

飾
っ
た
の
は
、
京
丹
後
市
女
子
チ
ー
ム
だ
っ
た
。

京
丹
後
市
初
の
栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た
中
島
キ
ャ
プ

テ
ン
ら
メ
ン
バ
ー
５
人
に
、
勝
因
を
聞
い
た
。

              

♦　
　
♦　
　
♦

　
開
口
一
番
「
運
が
よ
か
っ
た
で
す
」
と
笑
う
中
島
さ

ん
。
聞
く
と
、
試
合
前
は
「
優
勝
な
ん
て
と
ん
で
も

な
い
。
１
勝
で
き
た
ら
い
い
ね
と
み
ん
な
で
話
し
て
い

た
」
と
い
う
。
し
か
し
、
結
果
は
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
勝

ち
進
み
、
４
戦
全
勝
。
特
に
、
４
戦
目
は
昨
年
の

優
勝
チ
ー
ム
（
南
山
城
村
）
だ
っ
た
が
、
も
の
お

じ
せ
ず
力
を
出
し
切
り
、
接
戦
を
も
の
に
し
た
。

　
〝
ま
さ
か
”
の
優
勝
を
飾
り
、
京
都
府
の
頂
点
に

立
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
口
を
そ
ろ
え
て
言
う
の
は「
無

欲
と
団
結
力
」。
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
同
い
年
が

多
く
、
一
番
若
い
山
本
さ
ん
も
含
め
て
み
ん
な
気

の
置
け
な
い
仲
間
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
離
れ
て
も
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
話
を
一
か
ら
十
ま
で
話
せ
る
間

柄
だ
と
い
う
。
練
習
時
も
、
手
作
り
ケ
ー
キ
や
旬

の
果
物
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
は
、
休
憩
時
に
歓
談

し
、
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
日
々
深
め
た
絆
が
、〝
単
な
る
友
達
”

を
越
え
て
栄
光
を
分
か
つ
戦
友
と
な
っ
た
。

　

と
い
う
の
も
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
１
球
の
ミ
ス

で
試
合
の
流
れ
や
結
果
が
コ
ロ
ッ
と
変
わ
る
競
技
。

こ
こ
一
番
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
と
、
味
方
に
さ
え

厳
し
い
言
葉
や
ヤ
ジ
が
飛
ぶ
こ
と
も
珍
し
く
な
い
と

い
う
。「
失
敗
で
き
な
い
局
面
で
、
チ
ー
ム
内
外
か
ら

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
受
け
な
が
ら
力
を
出
す
の
は
厳
し

い
。
終
始
楽
し
く
、
和
や
か
な
環
境
を
作
る
こ
と
が

大
切
で
、
の
び
の
び
と
し
た
プ
レ
ー
が
結
果
を
も
た

ら
し
た
」
と
松
下
さ
ん
。
天
田
さ
ん
も
「
試
合
で
も

練
習
で
も
、褒
め
合
っ
て
、い
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
し
合
っ

て
、
心
も
体
も
プ
ラ
ス
に
持
っ
て
い
け
る
よ
う
な
声
掛

け
を
大
切
に
し
て
い
る
」
と
話
す
。

　
さ
ら
に
、家
族
の
理
解
が
大
き
い
の
も
事
実
。
練
習・

試
合
あ
わ
せ
て
週
５
日
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
握
る
た
め
、
熱

心
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
で
き
る
の
は
、
家
族
の
支
え
が

あ
っ
て
こ
そ
だ
と
い
う
。
小
谷
さ
ん
は
「
病
気
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
が
、『
暗
い
顔
で
家
に
い
る
よ
り
、
外
で

元
気
に
活
動
し
て
い
る
方
が
い
い
』
と
、
快
く
送
り

出
し
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
感
謝
を
口
に
す
る
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
は
、
市
内
も
府
内
も
〝
ド

ン
グ
リ
状
態
”
と
い
う
が
、
少
し
で
も
技
術
を
高
め
よ

う
と
努
力
は
怠
ら
な
い
。
毎
日
の
よ
う
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
に
通
っ
て
は
汗
を
流
し
、
大
会
前
に
は
、
昨
年

の
府
民
総
体
で
優
勝
し
た
男
性
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

か
ら
熱
心
な
指
導
を
受
け
た
。
今
ま
で
は
試
合
形
式

の
練
習
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
部
分
練
習
を
取
り
入
れ
、

シ
ョ
ッ
ト
の
精
度
を
高
め
た
こ
と
も
、
１
試
合
平
均
18

点
と
い
う
高
得
点
に
結
び
つ
い
た
。

　
も
と
も
と
、
高
い
目
標
を
掲
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
メ
ン
バ
ー
た
ち
。
今
後
の
展
望
は
、
競
技
人
口
の
増

加
だ
と
い
う
。「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
る
と
、
そ
こ

に
仲
間
や
友
達
が
で
き
、
絆
が
生
ま
れ
、
心
身
と
も

に
充
実
で
き
る
〝
場
”
が
生
ま
れ
る
」
と
山
本
さ
ん
。

メ
ン
バ
ー
た
ち
は
「
年
を
と
っ
て
も
楽
し
み
が
あ
る
の

は
素
晴
ら
し
い
こ
と
。ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
き
っ
か
け
に
、

毎
日
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と
口
を
そ
ろ
え
る
。　

　
ゲ
ー
ト
の
先
に
は
、
み
ん
な
の
笑
顔
が
待
っ
て
い
る
―

優
勝
し
、
記
念
撮
影
す
る
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
（
左

か
ら
中
島
さ
ん
、天
田
さ
ん
、小
谷
さ
ん
、山
本
さ
ん
、

松
下
さ
ん
）
＝
丹
波
自
然
運
動
公
園
で
11
月
23
日

若さあふれるひと・地域のよさを発見してくれる人・ひとつのことに夢中に打ち込むヒト

若者・よそ者・ばか者がまちをかえる

  

日
々
絆
を
深
め

  

〝
友
人
”
か
ら
〝
戦
友
”
に

中 島 睦 子さん（76） 五箇
天 田 文 子さん（76） 荒山
小谷志津子さん（76） 鱒留
松 下 春 代さん（76） 五箇
山 本 壽 惠さん（67） 千歳

府民総体ゲートボール女子の部で優勝

57

皆さんにとって
素敵な１年となりますように


